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は
じ
め
に

一
、
祠
堂
画
像
の
観
者

二
、
墓
室
画
像
の
観
者

　
　

お
わ
り
に

　
　
　
　

は
じ
め
に

　

古
代
中
国
の
青
銅
器
時
代
と
比
較
し
た
場
合
、
金
石
学
・
考
古
学
の
成
果
に
よ
り
解
明

さ
れ
つ
つ
あ
る
漢
代
美
術
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
、
二
次
元
的
表
現
の
隆
盛
が
指
摘
で
き

よ
う
。
喪
葬
建
築
を
構
成
す
る
画
像
石
・
画
像
磚
お
よ
び
彩
色
壁
画
の
研
究
は
、
題
記
の

釈
読
、
作
品
の
図
像
学
（iconography

）
的
探
求
、
建
築
構
造
の
復
元
、
図
像
の
象
徴
的

意
味
（sym

bolic m
eanings

）
や
歴
史
的
背
景
の
検
討
に
ま
で
及
ぶ
が
、
す
で
に
多
く
の
研

究
者
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
図
像
の
文
化
史
的
意
義
を
検
討
す
る
際
に
は
、
対
象
自
体

の
研
究
は
も
と
よ
り
、
人
々
の
行
為
と
の
関
係
の
諸
相
に
も
目
を
配
り
、
考
察
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
方
向
性
の
研
究
と
し
て
は
、
死
者
の
遺
族
、
死
者
の
生
前

の
友
人
や
同
僚
、
死
者
本
人
、
墓
の
制
作
に
あ
た
る
工
人
と
い
う
四
種
類
の
集
団
か
ら
、

後
漢
時
代
に
お
け
る
墳
墓
建
築
の
社
会
的
機
能
を
論
じ
た
巫
鴻W

u H
ung

氏
の
業
績
が

あ
る
（
（
（

。
本
論
で
筆
者
は
氏
の
論
に
沿
い
つ
つ
も
、
考
察
対
象
を
い
さ
さ
か
広
げ
、
観
者
と

画
像
と
の
関
係
を
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
検
討
を
試
み
た
い
と
思
う
。
巫
鴻
氏
は
「
観
者
」

と
み
な
し
う
る
要
素
に
言
及
し
た
も
の
の
、
そ
の
関
心
は
主
と
し
て
墓
・
祠
堂
の
造
営
、

画
像
の
制
作
に
際
し
て
の
内
因
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
観
者
」
は
創
作
の
主

体
と
作
品
に
対
し
て
、
あ
る
種
相
対
的
な
外
因
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。

　

戦
国
時
代
に
屈
原 Q

u Yuan 

が
楚
の
先
王
廟
、
公
卿
の
祠
堂
の
内
部
の
壁
画
を
観
じ
、

題
し
た
と
さ
れ
る
「
天
問
（
（
（

」、
後
漢
時
代
に
王
延
寿 W

ang Yanshou 

が
魯
恭
王
霊
光
殿
の

壁
画
を
詠
じ
た
「
霊
光
殿
賦
（
（
（

」
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
画
像
資
料
に
つ
い
て
記
し

た
早
期
の
文
献
は
、
す
べ
て
観
者
が
記
録
に
残
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
漢
代
喪
葬

画
像
を
め
ぐ
る
わ
れ
わ
れ
の
考
察
も
ま
た
、｢

観
る｣

行
為
の
結
果
で
あ
る
。「
観
る
」
者

に
は
、
二
つ
の
類
型
を
想
定
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
は
、
出
資
者
（patron

）

と
制
作
者
（
（
（

と
が
、
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
た
観
者
が
あ
げ
ら
れ
る
。
画
像
は
す
べ
て
こ
の
種

の
人
々
に
観
ら
れ
る
こ
と
を
意
識
し
た
う
え
で
制
作
さ
れ
て
お
り
、
観
者
が
関
与
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
画
像
は
当
時
の
宗
教
・
儀
礼
お
よ
び
社
会
の
諸
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
機
能

し
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
出
資
者
と
制
作
者
と
が
、
ま
っ
た
く
想
定
し
な
か

っ
た
観
者
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
観
者
は
、
画
像
の
制
作
さ
れ
た
時
代
か
ら
大
き
く

加　
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隔
た
っ
た
時
代
に
属
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
そ
う
し
た
場
合
、
観
者
は
画
像

の
本
来
基
づ
く
儀
礼
シ
ス
テ
ム
の
外
側
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
に
、
当
初
の
意
味

か
ら
懸
隔
し
た
解
釈
に
い
た
る
事
態
も
あ
っ
た
。
眼
を
転
ず
れ
ば
、
第
二
の
観
者
の
存
在

に
よ
っ
て
語
り
（discourse

）
の
歴
史
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
に
想
定
さ
れ
、
そ
の

研
究
意
義
も
十
分
に
み
と
め
ら
れ
る
も
の
の
（
（
（

、
本
文
の
主
要
な
テ
ー
マ
は
第
一
の
観
者
に

つ
い
て
の
探
究
を
進
め
る
点
に
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
言
及
し
な
い
。

　
　
　
　

一
、
祠
堂
画
像
の
観
者

　

現
在
ま
で
残
存
す
る
漢
代
石
祠
堂
は
、
そ
の
装
飾
と
し
て
豊
富
な
画
像
を
も
つ
。
視
覚

芸
術
作
品
た
る
画
像
は
、
観
者
と
の
関
係
を
通
じ
て
そ
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
。
祠
堂
の

も
っ
と
も
重
要
な
機
能
は
「
鬼
神
の
在
る
所
、
祭
祀
の
処
な
り
（
先
祖
の
霊
の
留
ま
る
所

で
あ
り
、
祭
祀
の
場
で
も
あ
る
）（

（
（

」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
祠

堂
画
像
に
は
次
に
掲
げ
る
二
種
類
の
観
者
が
生
じ
た
。

　
（
一
）
墓
主
。
被
葬
者
で
あ
る
墓
主
は
、
祠
堂
に
お
け
る
一
連
の
図
像
の
所
有
者
で
あ

る
。
後
に
詳
述
す
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
故
人
の
霊
魂
に
は
知
覚
が
あ
り
、
当
然
死
者
に

は
「
観
る
」
能
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ゆ
え
に
墓
主
は
供
台
に
捧
げ
ら
れ
た
物

品
を
嘉
納
す
る
と
さ
れ
、
さ
ら
に
は
厨
房
、
歌
舞
な
ど
の
図
像
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
出
資
者
は
墓
主
に
種
々
の
物
質
的
、
精
神
的
財
物
を
供
え
た
が
、
実
際
の
と
こ

ろ
、
こ
れ
ら
の
品
々
は
た
だ
の
絵
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
図
像
は
「
物
を
備
ふ
れ
ど
も

用
ふ
可
か
ら
ざ
る
な
り
（
死
者
へ
の
供
え
物
は
わ
ざ
と
実
用
不
可
能
に
作
る
べ
き
で
あ
る
）（

（
（

」

と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
の
俗
諺
に
い
う
「
餅
を
画
き
て
飢
を
充
つ
（
絵
に
描
い
た

餅
で
飢
え
を
し
の
ご
う
と
す
る
）」
で
あ
る
。
だ
が
死
者
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
画
像
お
よ

び
墓
中
に
副
葬
さ
れ
る
明
器
は
、
同
様
に
現
実
的
な
意
味
を
も
つ
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の

違
い
は
生
死
の
間
の
相
違
で
も
あ
る
。

　
（
二
）
祭
祀
の
た
め
に
祠
堂
を
訪
れ
る
者
。
こ
の
集
団
に
は
、
資
金
を
提
供
し
て
工
人

を
雇
い
、
祠
堂
を
建
て
る
死
者
の
兄
弟
や
子
の
み
な
ら
ず
、
後
世
の
子
孫
を
も
含
む
。
山

東
省
嘉
祥
県 Jiaxiangxian 

の
後
漢
時
代
の
武
氏
祠
に
立
て
ら
れ
て
い
た
武
梁 W

u Liang 

碑
の
碑
文
は
、
祠
堂
建
立
の
経
過
を
記
し
、「
後
嗣
に
垂
示
せ
ん
、
万
世
忘
る
る
な
か
ら

ん
こ
と
を
（
（
（

」
と
結
ぶ
。
こ
の
表
現
か
ら
は
、殷
周
時
代
の
青
銅
器
の
銘
文
中
に
み
え
る
「
子

子
孫
孫
永
く
宝
用
し
享
せ
よ
」
と
い
っ
た
吉
祥
句
が
容
易
に
想
起
さ
れ
よ
う
（
祠
堂
は
堅

固
な
石
材
を
用
い
て
建
造
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
祠
堂
の
命
運
が
石
の
性
質
と
同
様
で
あ
る
よ
う

願
う
出
資
者
の
心
情
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
寿
は
金
石
の
如

（
（

（
補
註し
」
で
あ
る
）。
こ

の
種
の
観
者
に
は
、
祠
堂
の
中
央
に
配
置
さ
れ
た
墓
主
肖
像
が
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
。
祭
祀
の
た
め
に
訪
れ
た
遺
族
は
、
墓
主
肖
像
を
通
じ
て
故
人
の
霊
魂
と
交
流
し
、

死
者
に
対
し
て
思
慕
を
表
明
す
る
と
同
時
に
加
護
を
祈
願
す
る
の
で
あ
る
。

　

上
述
の
二
つ
の
類
型
の
ほ
か
に
は
、
画
像
に
併
記
さ
れ
た
題
記
あ
る
い
は
掲
示
に
よ
っ

て
、
第
三
の
観
者
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
山
東
の
後
漢
時
代
の
祠
堂
題
記
に

は
、
観
者
に
言
及
す
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
が
、
な
か
で
も
最
も
古
い
も
の
と
し
て
『
滕

県
金
石
志
』
に
採
録
さ
れ
た
「
漢
永
元
残
石
」
と
題
す
る
刻
石
が
あ
げ
ら
れ
る
。
近
年
に

な
っ
て
、
台
北
の
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
が
所
蔵
す
る
鮮
明
な
拓
本
（
挿
図
1
）

が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
刻
石
は
石
祠
堂
の
構
成
材
と
推
測
さ
れ
、
題
記
全
文
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

永
元
三
年
四
月
…
…
□
成
、
伝
于
後
世
、
敬
白
士
大
夫
、
願
毋
毀
傷
、
願
毋
毀
傷
（
（
（

。

永
元
三
年
（
九
一
）
四
月
…
…
□
成
、
後
世
に
伝
え
ん
。
士
大
夫
に
敬
白
す
、
願
わ

く
は
毀
傷
す
る
毋
か
ら
ん
こ
と
を
、
願
わ
く
は
毀
傷
す
る
毋
か
ら
ん
こ
と

（
（

（
補
註を

。 二



漢
代
喪
葬
画
像
に
お
け
る
観
者
の
問
題

�

　

ま
た
、
一
九
三
四
年
に
発
見
さ
れ
た
、
永
興
二
年
（
一
五
四
）
銘
を
も
つ
薌
無
患 

X
iang W

uhuan

・
薌
奉
宗 X

iang Fengzong 

兄
弟
が
亡
き
父
母
で
あ
る
薌
他
君 X

iang 

Tajun 

夫
妻
の
た
め
に
建
立
し
た
祠
堂
の
門
柱
題
記
（
挿
図
2
）
に
お
い
て
、
そ
の
後
半

部
分
が
観
者
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

観
者
諸
君
、
願
勿
（
攀
）
傷
、
寿
得
万
年
、
家
富
昌
（
（（
（

。

観
者
諸
君
、
願
わ
く
は
（
攀
）
傷
す
る
勿
か
ら
ん
こ
と
を
、
寿
は
万
年
を
得
、
家
は

富
昌
え

（
（

（
補
註ん
。

　

さ
ら
に
、
一
九
八
〇
年
に
山
東
省
嘉
祥
県
宋
山 Songshan 

で
出
土
し
、
永
寿
三
年
（
一

五
八
）
十
二
月
の
紀
年
を
も
つ
安
国 An G

uo 

祠
堂
に
は
四
六
一
字
に
わ
た
る
題
記
が
刻

さ
れ
（
挿
図
3
）、
こ
の
後
半
の
文
章
も
同
様
に
観
者
へ
の
呼
び
か
け
で
あ
る
。

挿図 1　山東省滕県永元 3 年祠堂題記挿図 2　山東省東阿県永興 2 年薌他君祠堂門柱および題記

挿図 3　山東省嘉祥県永寿 3 年安国祠堂画像および題記

三



美　

術　

研　

究　
　

三　

九　

五　

号

�

唯
諸
観
者
、
深
加
哀
怜
、
寿
如
金
石
、
子
孫
万
年
。
牧
馬
牛
羊
諸
僮
、
皆
良
家

（
（

（
補
註子
、

来
人
堂
宅
、
但
観
耳
、
無
得
琢
画
、
令
人
寿
。
無
為
賊
禍
、
乱
及
孫
子
。
明
語
賢
仁

四
海
士
、
唯
省
此
書
、
無
忽
矣
（
（（
（

。

唯
だ
諸
も
ろ
の
観
る
者
、
深
く
哀
怜
を
加
う
れ
ば
、
寿
は
金
石
の
如
く
、
子
孫
は
万

年
、
牧
馬
牛
羊
諸
僮
、
皆
良
家
の
子
。
来
人
、
堂
宅
は
但
だ
観
る
の
み
に
し
て
、
琢

画
す
る
を
得
る
な
か
れ
。
人
を
し
て
寿
あ
ら
し
め
ん
。
賊
禍
を
為
す
な
か
れ
。
乱
孫

子
に
及
ば
ん
。
明
ら
か
に
賢
仁
、
四
海
の
士
に
語
る
。
唯
だ
此
の
書
を
省
み
て
、
忽

せ
に
す
る
な
か

（
（

（
補
註れ
。

　
「
漢
永
元
残
石
」
お
よ
び
薌
他
君
祠
堂
題
記
に
お
け
る
観
者
へ
の
文
言
は
、
内
容
の
う

え
で
安
国
祠
堂
題
記
の
も
の
と
一
致
す
る
。
画
像
石
の
様
式
か
ら
み
た
場
合
、
安
国
祠
堂

は
、
薌
他
君
祠
堂
や
有
名
な
武
氏
祠
の
も
の
と
近
似
し
て
い
る
。
こ
の
安
国
祠
堂
の
発
見

に
よ
っ
て
、
こ
れ
以
前
の
出
土
資
料
の
信
頼
性
が
高
ま
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
近
年
報
道
さ
れ
た
二
〇
〇
〇
年
発
見
の
山
東
省
嘉
祥
県
の
永
和
六
年
（
一

四
一
）
祠
堂
題
記
に
も
ま
た
、
観
者
に
関
す
る
記
述
が
存
在
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

正
式
な
発
掘
調
査
報
告
は
未
発
表
で
あ
り
、
筆
者
も
実
物
お
よ
び
拓
本
を
実
見
し
て
い
な

い
た
め
、
こ
こ
で
は
保
留
と
し
て
後
考
に
俟
ち
た
い
。
題
記
中
の
関
係
箇
所
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

諸
君
往
来
観
者
、
下
至
□
重
□
、
勿
敗
易
、
寿
得
千
年
、
長
楽
未
央
。
頓
首
、
長
累

諸
郷
（
（（
（

。

諸
君
、
往
来
の
観
る
者
、
下
至
□
重
□
、
敗
易
す
る
勿
か
れ
。
寿
は
千
年
を
得
、
長

楽
未
だ
央
か
ら
ざ
ら
ん
。
頓
首
す
、
諸
郷
の
長
累
せ
ん
こ
と
を
。

　

巫
鴻
氏
は
、
安
国
祠
堂
題
記
の
「
語
り
手
」（narrators

）
は
祠
堂
の
出
資
者
で
は
な
い

か
と
推
測
し
て
い
る
（
（（
（

。
こ
れ
に
従
う
な
ら
ば
、
題
記
は
出
資
者
の
意
図
を
最
も
直
接
的
に

伝
達
す
る
史
料
と
い
え
よ
う
。
出
資
者
は
、
莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
財
産
を
投
じ
て
建
立

し
た
祠
堂
を
、
観
者
が
大
切
に
扱
う
よ
う
希
望
し
た
。
題
記
中
の
「
願
わ
く
は
毀
傷
す
る

毋
か
ら
ん
こ
と
を
、願
わ
く
は
毀
傷
す
る
毋
か
ら
ん
こ
と
を
」と
い
っ
た
畳
句
の
形
式
も
、

「
牧
馬
牛
羊
諸
僮
、
皆
良
家
の

（
（

（
補
註子
」
と
い
っ
た
追
従
の
言
も
、
す
べ
て
出
資
者
の
恐
懼
に

満
ち
た
心
情
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

山
東
省
長
清
県 C

hangqingxian 

の
孝
堂
山
石
祠
堂
に
は
観
者
に
よ
る
多
数
の
落
書
き

が
あ
る
。
祠
堂
の
三
角
隔
梁
石
の
西
側
面
に
は
、

平
原
湿
陰
郡
邵
善
君
以
永
建
四
年
四
月
二
十
四
日
来
乎
過
此
堂
、
叩
頭
謝
賢
明
（
（（
（

。

平
原
湿
陰
郡
邵
善
君
、
永
建
四
年
（
一
二
九
）
四
月
二
十
四
日
を
以
て
来
り
て
此
の

堂
を
過
ぐ
。
叩
頭
し
賢
明
に
謝
す
。

と
あ
り
、
信
立
祥 X

in Lixiang 

氏
は
こ
の
文
中
の
「
謝
」
字
を
根
拠
と
し
て
、
こ
の
題

記
が
墓
主
の
門
生
故
吏
の
手
に
よ
っ
て
祠
堂
の
建
立
時
期
よ
り
さ
ほ
ど
降
ら
ぬ
時
期
に
刻

さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
（
（（
（

。
視
点
を
変
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
、
出
資
者
が
観
者
の
ふ

る
ま
い
に
対
す
る
懸
念
か
ら
祠
堂
に
題
記
を
掲
げ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
を
、
よ
く
証
明
す

る
も
の
と
な
ろ
う
。
祠
堂
題
記
の
「
願
わ
く
は
毀
傷
す
る
毋
か
ら
ん
こ
と
を
」
や
「
琢
画

す
る
を
得
る
な
か
れ
」
な
ど
と
い
う
願
い
を
込
め
た
呼
び
か
け
は
、
古
く
は
山
東
省
肥
城

市
の
建
初
八
年
（
八
三
）
祠
堂
題
記
（
挿
図
4
）
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
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建
初
八
年
八
月
成
。
孝
子
張
文
思
哭
父
而
礼
。
石
値
三
千
、
王
次
作
。
勿
敗
□
（
（（
（

。

建
初
八
年
八
月
成
る
。
孝
子
張
文
思
、
父
を
哭
し
て
礼
す
。
石
は
値
三
千
、
王
次
作

る
。
敗
□
す
る
勿
か

（
（

（
補
註れ
。

と
あ
り
、
判
読
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
も
の
の
、「
敗
□
す
る
勿
か

（
（

（
補
註れ
」
と
の
語
句
は
明

ら
か
に
観
者
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、「
観
者
諸
君
」
は
、「
賢
仁
四
海
士
」、「
士
大
夫
」、
甚
だ
し
き
は
「
牧
馬

牛
羊
諸
僮
」ま
で
も
含
む
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
を
指
す
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。こ
れ
は
、

宗
族
の
祭
祀
の
重
要
な
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
屋
外
に
あ
っ
て
確
実
に
あ
る
種
の
公
共
性

を
も
つ
祠
堂
の
性
格
を
、
出
資
者
が
熟
知
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
出
資

者
は
、
観
者
が
祠
堂
の
建
築
お
よ
び
画
像
を
大
切
に
扱
う
よ
う
ひ
た
す
ら
に
希
求
し
、
さ

ら
に
多
数
の
人
々
が
通
り
か
か
っ
て
こ
れ
ら
を
目
に
し
、
そ
こ
か
ら
よ
り
多
く
の
情
報
を

得
て
い
く
よ
う
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

巫
鴻
氏
は
、
後
漢
時
代
の
祠
堂
題
記
を
検
討
し
、
そ
の
際
に
題
記
の
語
り
に
あ
ら
わ
れ

る
大
き
な
変
化
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
早
期
に
属
す
る
題
記
は
祠
堂
の
機

能
を
示
し
、
死
者
の
事
跡
を
簡
単
に
記
す
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
は
祠
堂

の
建
立
過
程
を
詳
細
に
描
写
す
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
と
い
う
。
氏
は
、
二
世
紀
の
民

間
に
お
い
て
自
身
の
「
孝
」
を
誇
示
せ
ん
と
す
る
人
々
の
出
現
に
よ
り
、
こ
の
変
化
が
も

た
ら
さ
れ
た
と
み
て
い
る
（
（（
（

。
そ
の
行
き
過
ぎ
た
状
況
は
、
当
時
の
知
識
人
に
よ
る
多
数
の

批
判
か
ら
知
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
耿
介
に
し
て
俗
と
同
じ
く
せ

（
（

（
補
註ず
」
と
描
写
さ
れ
た
王
符 

W
ang Fu 

は「
今
多
く
は
倹
を
違
え
養
う
こ
と
、生
に
約
し
以
て
死
に
待
す
。
終
没
の
後
、

乃
ち
喪
紀
を
崇
飭
し
以
て
孝
と
言
う
。
賓
旅
に
盛
饗
し
以
て
名
を
求
む
。
誣
善
の
徒
、
従

い
て
之
を
称
す
、
此
の
乱
を
孝
悌
の
真
行
と
。
而
ち
後
生
の
痛
を
誤
る
も
の
な
り
（
（（
（

」
と
述

べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
悪
習
が
あ
ら
わ
れ
た
背
景
に
は
、
当
時
の
「
挙
孝
廉
」
制

（
（（

（
補
註度
の
存

在
が
あ
る
。
多
く
の
官
途
に
就
こ
う
と
す
る
人
々
は
、
ま
ず
在
地
社
会
で
孝
の
名
声
を
獲

得
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、「
生
き
て
は
養
い
を
極
く
さ
ざ
る
に
、
死
し
て
乃
ち
喪

を
崇
ん
に
す
（
（（
（

」
と
い
っ
た
処
世
術
は
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
過
礼
現
象

は
喪
葬
儀
礼
に
も
具
体
的
な
形
で
波
及
し
、
王
符
の
描
写
す
る
「
大
冢
を
造
起
し
、
広
く

松
柏
を
種
え
、
廬
舎
祠
堂
は
侈
を
崇
び
上
僭
す
（
（（
（

」
と
い
っ
た
状
況
が
生
じ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
観
者
の
側
の
変
容
に
よ
り
、
祠
堂
を
建
立
す
る
意
義
が
微
妙
に
変
化
し
た

と
解
す
る
の
は
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
首
肯
で
き
よ
う
。
本
来
、
祠
堂
は
死
者
を
祀
る

場
で
は
あ
る
が
、
生
者
の
関
知
し
う
る
地
上
の
建
造
物
で
も
あ
る
た
め
に
、
出
資
者
が
公

衆
に
向
け
自
ら
の
孝
行
を
示
す
手
段
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
出
資
者
の
意
図
は
、
題

記
を
刻
す
る
行
為
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
題
記
は
、
用
い
た
石
材
が
い
か
に

良
い
も
の
か
、
依
頼
し
た
工
人
が
い
か
に
優
れ
た
技
術
者
で
あ
る
の
か
、
造
営
に
か
け
た

時
間
が
い
か
に
長
か
っ
た
か
な
ど
と
い
う
情
報
を
、
絶
え
間
な
く
喧
伝
し
続
け
て
い
る
の

で
あ
る
。
薌
他
君
祠
堂
の
題
記
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
表
現
が
み
ら
れ
る
。

無
患
・
奉
宗
、克
念
父
母
之
恩
、思
念
忉
怛
悲
楚
之
情
、兄
弟
暴
露
在
冢
、不
辟
晨
昏
、

負
土
成
墓
、列
種
松
柏
、起
立
石
祠
堂
、冀
二
親
魂
零（
霊
）、有
所
依
止
。
歳
腊
拝
賀
、

挿図 4　山東省肥城市建初 8 年祠
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美　

術　

研　

究　
　

三　

九　

五　

号

�

子
孫
歓
喜
。
堂
雖
小
、
経
日
甚
久
、
取
石
南
山
、
更
逾
二
年
、
迄
今
成
已
。
使
師
操

義
、
山
陽
瑕
丘
栄
保
、
画
師
高
平
代
盛
、
邵
強
生
等
十
余
人
。
価
銭
二
万
五
千
（
（（
（

。

無
患
・
奉
宗
は
克
く
父
母
の
恩
を
念
い
、
忉
怛
悲
楚
の
情
を
思
念
し
、
兄
弟
暴
露
し

て
冢
に
在
り
、
晨
昏
を
辟
け
ず
、
土
を
負
い
て
墓
を
成
し
、
松
柏
を
列
種
し
て
、
石

祠
堂
を
起
立
す
。
冀
わ
く
は
二
親
の
魂
零
（
霊
）
に
依
止
す
る
所
有
ら
し
め
、
歳
腊

に
拝
賀
し
て
子
孫
歓
喜
し
、
堂
は
小
な
り
と
雖
も
日
を
経
る
こ
と
甚
だ
久
し
か
ら
ん

こ
と
を
。
石
を
南
山
に
取
り
、
更
に
二
年
を
逾
え
て
、
今
に
迄
り
て
成
り
已
ん
ぬ
。

師
の
操
義
、山
陽
瑕
丘
の
栄
保
、画
師
の
高
平
の
代
盛
、邵
強
生
等
十
余
人
を
使
う
。

価
は
銭
二
万
五

（
（（

（
補
註千

。

　

安
国
祠
堂
題
記
に
お
い
て
も
ま
た
、「
作
治
す
る
こ
と
連
月
、
工
夫
は
極
り
な
し
、
価

は
銭
二
万
七
千
（
（（
（

」
と
い
っ
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。
加
藤
直
子
氏
は
祠
堂
題
記
に
み
え
る
金

額
の
記
述
と
そ
の
実
質
的
な
価
値
を
比
較
し
、
多
く
は
誇
張
さ
れ
た
数
字
で
あ
ろ
う
こ
と

を
示
唆
し
た
（
（（
（

。
さ
ら
に
、
祠
堂
の
長
期
に
わ
た
る
制
作
過
程
そ
の
も
の
が
在
地
社
会
に
お

け
る
一
種
の
孝
行
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
（
（（
（

。

　

そ
れ
で
は
、
観
者
た
る
公
衆
は
祠
堂
の
内
部
に
何
を
見
い
だ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
言

い
換
え
る
な
ら
ば
、
祠
堂
内
の
画
像
と
観
者
と
の
間
に
は
い
か
な
る
形
の
関
係
が
切
り
結

ば
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
観
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
祠
堂
内
の
画
像
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
祠
堂
の
装
飾
画
像
は
す
べ
て
観
者
に
向
け
て
出
資
者

の
孝
行
を
示
す
た
め
の
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
疑
義
に
答
え
る
に
あ
た
り
最
大
の
障
害
は
、
前
掲
の
永
元
三
年
祠
堂
、
薌
他

君
祠
堂
、
安
国
祠
堂
が
み
な
不
完
全
な
形
で
の
出
土
で
あ
っ
た
た
め
、
ト
ー
タ
ル
に
画
像

の
内
容
を
検
討
す
る
す
べ
が
な
い
状
況
に
あ
る
。
た
だ
し
、
安
国
祠
堂
の
題
記
に
は
、
画

像
の
内
容
に
つ
い
て
記
し
た
箇
所
が
あ
る
。

調
（
雕
）
文
刻
画
、
交
龍
委
蛇
、
猛
虎
延
視
、
玄
蝯
登
高
、
肺
熊
啼
戯
、
衆
禽
群
聚
、

万
狩
雲
布
、
台
閣
参
差
、
大
興
輿
駕
、
上
有
雲
気
与
仙
人
、
下
有
孝
及
賢
仁
。
遵
者

儼
然
、
従
者
粛
侍
、
煌
煌
濡
濡
、
其
色
若
信
（
（（
（

。

文
を
調
（
雕
）
み
画
を
刻
す
。
交
龍
は
委
蛇
と
し
て
、
猛
虎
は
延
視
す
。
玄
蝯
は
高

き
に
登
り
、
肺
熊
は
啼
戯
す
。
衆
禽
は
群
聚
し
、
万
狩
は
雲
布
す
。
台
閣
は
参
差
と

し
て
、
大
い
に
輿
駕
を
興
す
。
上
に
雲
気
と
仙
人
と
有
り
、
下
に
孝
及
賢
仁
有
り
。

遵
者
は
儼
然
と
し
て
、
従
者
は
粛
侍
し
、
煌
煌
濡
濡
と
し
て
、
其
色
信
ぶ
が
若

（
（（

（
補
註し

。

　

こ
の
美
辞
麗
句
を
連
ね
た
文
章
は
、
お
よ
そ
画
像
に
つ
い
て
は
巧
み
に
表
現
し
て
い
る

も
の
の
、
そ
の
象
徴
的
意
味
に
関
し
て
は
何
ら
言
及
し
て
お
ら
ず
、
背
後
に
存
す
る
思
想

を
明
確
に
読
み
と
る
こ
と
は
難
し
い
。
出
資
者
は
こ
の
文
章
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、

画
像
全
体
の
内
容
に
一
瞥
を
与
え
た
の
み
で
、
そ
の
深
い
所
に
ひ
そ
む
意
味
に
つ
い
て
詳

細
に
は
追
求
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
こ
で
、
後
漢
の
王
延
寿
の
「
魯
霊
光
殿
賦
」
の
一

節
を
参
照
し
た
い
。

飛
禽
走
獣
、因
木
生
姿
。
奔
虎
攫
挐
以
梁
倚
、仡
奮
舋
而
軒
鬐
。
虬
龍
騰
驤
以
蜿
蟺
、

頷
若
動
而
躁
泥
。
朱
鳥
舒
翼
以
峙
衡
、
騰
蛇
蟉
虬
而
遶
榱
。
白
鹿
孑
蜺
於
欂
櫨
、
蟠

螭
宛
転
而
承
楣
。
狡
兎
跧
伏
于
柎
側
、
猿
狖
攀
椽
而
相
追
。
玄
熊
稱
甜
以
齗
齗
、
却

負
載
而
蹲
跳
。
斉
首
目
以
瞪
眄
、
徒
眽
眽
而
示
示
。
胡
人
遙
集
於
上
楹
、
儼
雅
跽
而

相
対
。
仡
欺
狸
以
雕
穴
、
幽
類
謬
而
睽
睢
、
状
若
悲
愁
于
危
処
、
潛
嚬
蹙
而
含
悴
。

神
仙
岳
岳
于
棟
間
、
玉
女
窺
窗
而
下
視
。
忽
瞟
眇
以
響
像
、
若
鬼
神
之
仿
佛
（
（（
（

。 六
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飛
禽
走
獣
、
木
に
因
り
て
姿
を
生
ず
。
奔
虎
攫
挐
し
て
以
て
梁
倚
し
、
仡
と
し
て
奮

舋
し
て
鬐
を
軒
ぐ
。虬
龍
騰
驤
し
て
以
て
蜿
蟺
、頷
は
動
く
が
若
く
し
て
躁
泥
た
り
。

朱
鳥
翼
を
舒
べ
て
以
て
衡
に
峙
ち
、
騰
蛇
蟉
虬
と
し
て
榱
を
遶
る
。
白
鹿
欂
櫨
に
孑

蜺
と
し
て
、
蟠
螭
宛
転
と
し
て
楣
を
承
く
。
狡
兎
柎
側
に
跧
伏
し
、
猿
狖
椽
に
攀
じ

て
相
追
う
。
玄
熊
稱
甜
と
し
て
以
て
齗
齗
、
却
き
負
載
し
て
蹲
跳
す
。
首
目
を
斉
し

く
し
て
以
て
瞪
眄
す
れ
ば
、
徒
に
眽
眽
と
し
て
示
示
た
り
。
胡
人
遙
か
に
上
楹
に
集

ま
り
、
儼
雅
と
し
て
跽
き
て
相
対
す
。
仡
欺
狸
と
し
て
以
て
雕
の
ご
と
く
に
穴
、
幽

類
謬
と
し
て
睽
睢
す
、
状
危
処
に
悲
愁
す
る
が
若
く
、
潛
と
し
て
嚬
蹙
し
て
悴
み
を

含
む
。
神
仙
棟
間
に
岳
岳
と
し
て
、
玉
女
窗
を
窺
い
て
下
視
す
。
忽
瞟
眇
と
し
て
以

て
響
像
の
ご
と
く
、
鬼
神
の
仿
佛
た
る
が
若

（
（（

（
補
註し
。

　

二
つ
の
文
章
の
比
較
を
試
み
る
な
ら
ば
、
容
易
に
両
者
の
共
通
性
を
看
取
で
き
よ
う
。

安
国
祠
堂
題
記
に
み
ら
れ
る
駢
儷
体
の
対
句
表
現
は
、
後
漢
時
代
に
お
け
る
辞
賦
の
様
式

と
明
ら
か
に
通
底
す
る
。
書
き
手
は
、
文
人
の
間
で
流
行
し
て
い
た
ス
タ
イ
ル
を
模
倣
す

る
こ
と
に
は
熱
心
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
祠
堂
内
部
の
画
像
を
リ
ア
ル
に
叙
述
す
る
と
い

っ
た
方
面
に
は
さ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
ら
し
い
（
（（
（

。
印
象
に
残
ら
な
い
画
像
の
デ
ィ
ス
ク
リ

プ
シ
ョ
ン
、
華
や
か
で
は
あ
る
も
の
の
空
虚
な
辞
句
は
、
祠
堂
内
部
の
華
麗
な
装
飾
を
観

者
に
誇
示
せ
ん
と
す
る
目
的
の
も
と
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
画
像
の
意
味
を
解
説
す
る

た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
題
記
の
書
き
手
に
と
っ
て
よ
り
重
要
な
目
的
は
、
観
者
に
自
身

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（「
明
ら
か
に
賢
仁
四
海
の
士
に
語
る
、
唯
だ
此
の
書
を
省
み
て
、
忽
せ
に
す

る
な
か
れ
」）
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
お
よ
そ
画
像
は
工
人
の
制
作
で
あ
り
（
（（
（

、
題
記
に

刻
さ
れ
た
内
容
こ
そ
が
出
資
者
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
題
記
の
内
容
に

は
、
画
像
や
建
築
と
い
う
有
形
の
「
物
的
証
拠
」
の
み
な
ら
ず
、
出
資
者
が
甘
苦
と
と
も

に
祠
堂
を
建
立
し
た
全
工
程
を
も
含
む
。
出
資
者
は
人
々
が
画
像
と
建
築
を
観
る（「
観
」）

だ
け
で
は
な
く
、題
記
中
に
示
さ
れ
た
出
資
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
を
理
解
す
る
（「
省
」）

よ
う
期
待
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
掲
示
に
よ
っ
て
、
観
者
は
あ
る
結
論
、
す
な
わ
ち
出
資

者
が
「
孝
を
竭
く
し
、
行
い
殊
に
し
、
義
に
篤
き
（
（（
（

」
人
物
で
あ
る
と
い
う
見
解
へ
と
導
か

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
出
資
者
に
と
っ
て
、
画
像
や
建
築
と
い
う
物
質
的
存
在
は
観
者
を

誘
導
す
る
手
段
に
す
ぎ
ず
、
出
資
者
の
道
徳
上
の
評
判
こ
そ
が
最
終
的
な
目
的
に
他
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

山
東
省
長
清
県
の
孝
堂
山
石
祠
堂
に
は
永
康
二
年
（
三
〇
一
あ
る
い
は
三
九
七
）
銘
の

題
記
が
刻
さ
れ
、「
申
上
龍
、
永
康
二
年
二
月
を
以
て
此
の
堂
に
来
れ
り
、
斯
人
の
至
孝

に
感
ず
」
と
あ
る
（
（（
（

（
挿
図
5
・
左
よ
り
一
節
目
）。
こ
の
題
記
は
祠
堂
の
建
立
か
ら
お
よ
そ

三
世
紀
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
観
者
た
る
「
申
上
龍
」 Shen shanglong

が
祠
堂
を
観
覧

し
て
抱
い
た
感
想
は
、
出
資
者
の
願
望
と
基
本
的
に
一
致
し
た
よ
う
だ
。
北
魏
の
太
和
三

年
（
四
七
九
）
お
よ
び
景
明
二
年
（
五
〇
一
）
の
題
記
で
は
「
孝
堂
」
あ
る
い
は
「
孝
子
堂
」

と
こ
の
祠
堂
を
呼
び
（
（（
（

（
挿
図
5
・
第
二
、
三
節
）、『
水
経
注
』
巻
八
「
済
水
」
条
に
お
い

て
も
「
世
に
之
を
孝
子
堂
と
謂
う
（
（（
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
呼
称
は
当
時
の
通
称

に
由
来
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
、
蒋
英
炬 Jiang Yingju 

氏
は
「
こ
の
種
の
孝
子
が
建
て

挿図 5　山東省長清県孝堂山石祠堂の後人題記
の書きおこし
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た
祠
堂
あ
る
い
は
先
祖
祭
祀
の
堂
は
孝
子
堂
と
通
称
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
は
適
切
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
氏
は
こ
の
呼
称
が
早
く
は
漢
魏
時
代
に
用
い

ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
後
代
に
い
た
っ
て
こ
の
「
孝
子
堂
」
が
孝
子
郭
巨 G

uo Ju 

を
記

念
し
て
建
て
ら
れ
た
祠
堂
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

し
か
し
、
仮
に
漢
代
祠
堂
が
出
資
者
自
身
の
喧
伝
の
み
を
目
的
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
単
純
化
さ
れ
た
推
測
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
祠
堂
内
の
画
像
と
題
記
は
異
な
る
性
格
を
も
ち
、
別
個
の
伝
統
を
背
景
に
担
っ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
比
較
的
早
期
の
年
代
に
属
す
る
山
東
省
肥
城
市 Feichengshi 

の

建
初
八
年
（
八
三
）
祠
堂
か
ら
、
安
国
祠
堂
お
よ
び
同
時
期
の
嘉
祥
県
宋
山
小
祠
堂
（
挿

図
6
）
に
い
た
る
ま
で
、
画
像
の
テ
ー
マ
は
漸
次
増
加
し
て
い
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

画
像
は
す
べ
て
祠
堂
正
面
の
墓
主
肖
像
を
中
心
と
し
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
な

い
。
二
世
紀
の
在
地
社
会
に
お
い
て
祠
堂
の
建
立
が
流
行
す
る
な
か
、
題
記
の
語
り
の
焦

点
の
変
化
に
伴
っ
て
、
図
像
の
基
本
的
な
画
面
構
成
が
本
源
的
に
変
化
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
信
立
祥
氏
は
墓
主
肖
像
を
祠
堂
画
像
に
お
け
る
「
不
変
の
内
容
」
と
み
な
し
（
（（
（

、
ま
た

楊
愛
国 Yang Aiguo 

氏
も
「
た
と
え
祠
堂
画
像
石
の
そ
の
他
の
題
材
の
内
容
が
増
減
、

変
化
し
た
と
し
て
も
、
墓
主
夫
妻
の
肖
像
で
あ
る
楼
閣
拝
謁
図
の
位
置
は
一
貫
し
て
変
わ

ら
な
い
。
こ
れ
は
祠
堂
の
最
も
基
本
的
な
役
割
が
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
（（
（

。

　

祠
堂
画
像
の
中
心
的
テ
ー
マ
が
か
か
る
不
変
性
を
示
す
背
景
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
考
え
ら
れ
る
が
、
ひ
と
つ
に
、
工
人
が
古
く
か
ら
の
テ
ー
マ
を
長
期
に
わ
た
っ
て
踏
襲

し
制
作
し
て
い
た
、
な
ど
と
い
っ
た
状
況
も
想
定
で
き
よ
う
。
画
像
石
の
制
作
に
お
け
る

専
門
性
が
次
第
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
た
め
に
、
経
験
豊
か
な
名
工
、
良
匠
に
は
、
装
飾
の

内
容
決
定
に
際
し
て
、
相
当
の
決
定
権
が
委
ね
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
に
も

ま
し
て
重
要
で
あ
る
の
は
、
ひ
と
た
び
祠
堂
が
「
鬼
神
の
在
る
所
、
祭
祀
の
処
」
と
し
て

挿図 6　山東省嘉祥県宋山後漢 1 号小祠堂復元図と画像
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漢
代
喪
葬
画
像
に
お
け
る
観
者
の
問
題

�

の
役
割
を
失
う
な
ら
ば
、
も
は
や
祠
堂
と
し
て
の
体
を
な
さ
ず
、
出
資
者
の
孝
心
を
表
象

す
る
こ
と
も
叶
わ
な
く
な
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
薌
他
君
の
二
子
、
薌
無
患
・

薌
奉
宗
は
、
題
記
に
お
い
て
祠
堂
建
立
の
目
的
を
表
明
す
る
際
に
「
冀
わ
く
は
二
親
の
魂

零
（
霊
）
に
依
止
す
る
所
あ
ら
し
め
ん
こ
と
を
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
祠
堂
画
像
に
付
随
し
う
る
観
者
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
そ
の
身
分

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
ま
た
「
観
る
」
立
場
も
異
な
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
多
様
な
ま
な
ざ
し
の
た
め
に
、
祠
堂
画
像
が
解
体
さ
れ
、
不
協
和
音
が
生

じ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
多
く
の
祠
堂
画
像
は
、
依
然
と
し
て

完
全
な
る
統
一
体
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
内
容
を
も
つ
画
像
も
す
べ
て

調
和
し
、
共
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
厚
葬
の
流
行
と
画
像
の
隆
盛
が
、
挙
孝
廉
制
度
の

も
と
登
場
し
た
売
名
行
為
と
し
て
の
「
刹
那
的
な
」
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
の
か
、
あ

る
い
は
固
定
的
な
伝
統
的
観
念
と
習
俗
の
産
物
で
あ
る
の
か
は
、
容
易
に
結
論
づ
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　

二
、
墓
室
画
像
の
観
者

　

祠
堂
に
く
ら
べ
、
墓
室
は
閉
鎖
的
な
空
間
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
墓
室
内

の
画
像
に
も
、
祠
堂
と
同
様
に
観
者
の
問
題
が
存
在
す
る
。
近
年
発
見
さ
れ
た
陝
西
省
綏

徳
県
辛
店
嗚
咽
泉 Suidexian, X
indian, M

ingyanquan 

後
漢
画
像
石
墓
の
後
室
門
洞
の
左

右
に
は
、
以
下
の
題
記
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
　

惟
居
上
寛
和
貴
斉
殷
勤
同
恩
愛
述
神
道
熹
苗
裔
。（
右
石
）

　
　

覧
樊
姫
観
列
女
崇
礼
譲
遵
大
雅
貴
□
□
富
支
子
（
（（
（

。（
左
石
）（
挿
図
7
）

惟
だ
上
に
居
て
寛
和
に
し
て
、
斉
し
く
殷
勤
た
る
を
貴
ば
ん
こ
と
を
。
恩
愛
を
同
じ

く
し
て
、
神
道
を
述
べ
、
苗
裔
を
熹
か
さ
ん
。

樊
姫
を
覧
じ
、
列
女
を
観
ず
れ
ば
、
礼
譲
を
崇
び
、
大
雅
に
遵
わ
ん
。
貴
□
□
、
支

子
を
富
ま
し
め
ん
。

　

左
石
の
題
記
に
は
、「
覧
」
と
「
観
」
の
二
つ
の
動
詞
が
含
ま
れ
る
が
、
残
念
な
こ
と

に
主
語
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
観
者
が
誰
を
指
し
示
す
の
か
、
文
中
か
ら
は
判

断
で
き
な
い
。

　

漢
代
に
お
い
て
、
墓
室
は
死
者
の
遺
体
を
安
置
す
る
場
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
死
者

の
霊
魂
が
な
お
生
き
続
け
る
場
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
空
間
に
は
、
死
者
の
た
め
に
死
者
が

生
前
所
有
し
て
い
た
も
の
の
み
な
ら
ず
、
所
有
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
も
の
の
一
切
、
す

な
わ
ち
美
酒
佳
肴
、
荘
園
官
庁
、
宝
馬
に
華
車
、
男
女
の
召
使
い
、
楽
舞
百
戯
な
ど
が
用

意
さ
れ
、
死
者
が
こ
こ
よ
り
旅
立
っ
て
、
天
門
を
越
え
神
仙
の
住
ま
う
楽
土
へ
昇
仙
す
る

と
信
じ
ら
れ
た
。
捧
げ
ら
れ
た
品
々
に
は
副
葬
品
で
表
象
さ
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、壁
画
・挿図 7　陝西省綏徳県辛店嗚咽泉後漢画像石墓題記
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画
像
石
・
画
像
磚
な
ど
の
形
式
で
表
象
さ
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
死
者
の
小

世
界
に
は
家
庭
の
温
も
り
に
満
ち
た
面
も
あ
れ
ば
、
恐
怖
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
面
も
存

在
し
た
。『
楚
辞
』
招
魂
賦
で
は
、
地
下
の
さ
ま
ざ
ま
な
怪
物
に
つ
い
て
、「
魂
よ
帰
り
来

れ
。
君
此
の
幽
都
に
下
る
こ
と
無
か
れ
。
土
伯
九
約
す
。
其
の
角
は
疑
角
た
り
。
敦
恢
血

拇
に
し
て
、
人
を
逐
ふ
こ
と
駓
駓
た
り
。
参
目
虎
首
に
し
て
、
其
の
身
は
牛
の
若
し
。
此

れ
皆
人
を
甘
し
と
す
。
帰
り
来
れ
、
帰
り
来
れ
。
恐
ら
く
は
自
ら
災
を
遺
（
（（
（

ら
ん
（
（（

（
補
註

」
と
詠
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
墓
は
地
下
世
界
に
属
す
る
た
め
に
、
つ
ね
に
数
々
の
脅
威
に
晒
さ
れ
る

状
況
に
あ
る
と
み
な
す
こ
う
し
た
観
念
は
、
漢
代
の
思
想
に
深
く
影
響
を
及
ぼ
し
、
一
種

の
対
抗
措
置
を
生
み
出
し
た
。
た
と
え
ば
、
諸
侯
王
・
列
侯
な
ど
の
「
大
喪
」
で
は
「
熊

の
皮
を
蒙
り
、
黄
金
四
目
に
し
て
、
玄
衣
朱
裳
、
戈
を
執
り
盾
を
揚
ぐ
」
と
描
写
さ
れ
る

方
相
氏
が
、
墓
中
に
入
り
、
戈
で
四
隅
を
撃
ち
、
方
良
な
ど
の
怪
物
を
駆
逐
す
る
こ
と
が

慣
例
と
さ
れ
た
（
（（
（

。
一
般
人
の
墓
に
お
い
て
も
、
毒
を
も
っ
て
毒
を
制
す
る
、
辟
邪
が
災
い

を
除
く
と
す
る
論
理
の
も
と
、
魁
偉
な
容
貌
の
鎮
墓
獣
な
い
し
類
似
の
画
像
を
配
置
す
る

こ
と
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
儀
礼
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
死
者
は
地
下
世
界
に
お
け
る

安
寧
を
保
証
さ
れ
、
生
者
は
不
安
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

古
代
漢
民
族
は
、
死
後
の
世
界
を
数
々
の
素
晴
ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
で
充
溢
さ
せ
た
が
、

こ
の
実
証
不
可
能
な
想
像
な
ど
で
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
死
の
恐
怖
を
払
拭
す
る
こ
と
は
叶

わ
な
か
っ
た
。
当
時
、
人
間
は
最
も
近
し
い
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
死
後
に
は
別
世
界
の

存
在
へ
と
変
容
し
う
る
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。『
論
衡
』
訂
鬼
篇
に
お
い
て
、
王
充 

W
ang C

hong 

は
「
凡
そ
天
地
の
間
に
鬼
有
る
は
、
人
死
し
て
精
神
之
と
為
る
に
非
ざ
る

な
り
、
皆
人
の
思
念
、
存
想
の
致
す
所
（
（（
（

な
り
（
（（

（
補
註

」
と
説
き
起
こ
し
、
人
の
死
後
に
そ
の
精
神

が
鬼
と
な
り
、
こ
の
死
鬼
が
折
々
に
生
者
を
脅
か
す
と
す
る
当
時
の
一
般
的
な
認
識
を
よ

く
伝
え
て
い
る
。
後
漢
か
ら
魏
晋
の
時
期
に
お
い
て
、
道
教
的
性
格
を
も
つ
鎮
墓
文
の
役

割
は
こ
う
し
た
脅
威
を
す
み
や
か
に
除
去
す
る
こ
と
に
あ
り
、
生
者
と
死
者
は
路
を
異
に

し
、
互
い
に
妨
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
旨
が
文
中
で
幾
度
と
な
く
強
調
さ
れ
る
（
（（
（

。
漢
代

の
墓
に
「
長
く
幽
冥
に
就
け
ば
則
ち
決
絶
し
、
閉
壙
の
後
、
復
た
発
か
れ
ざ
ら
ん
（
（（
（

」
な
ど

の
句
が
掲
げ
ら
れ
る
背
景
と
し
て
、
こ
う
し
た
観
念
の
存
在
を
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
。

　

お
よ
そ
墓
室
は
固
く
閉
ざ
さ
れ
、
盗
掘
を
防
御
す
る
完
璧
な
設
備
を
備
え
て
い
た
も
の

の
、
副
葬
品
で
あ
る
金
銀
珠
玉
の
財
宝
は
な
お
盗
賊
の
一
攫
千
金
の
夢
を
煽
っ
た
（
（（
（

。
古
代

漢
民
族
が
常
時
墓
中
で
祭
祀
を
行
う
習
俗
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
に
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
充
分
な
根
拠
が
な
い
が
、
墓
室
内
に
は
祭
祀
具
一
式
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
墓
を
閉
ざ
す
前
に
一
時
的
に
祭
祀
に
用
い
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
筆

記
小
説
に
は
、
俑
が
地
上
で
祟
り
を
な
す
と
い
っ
た
怪
異
譚
が
し
ば
し
ば
収
載
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
こ
に
は
墓
か
ら
の
出
土
品
を
ひ
た
す
ら
に
恐
れ
、
接
触
を
回
避
し
よ
う
と
す
る

生
者
の
さ
ま
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　

物
質
的
存
在
と
観
念
的
存
在
と
の
峻
別
は
、
ま
さ
に
地
下
墓
室
と
地
上
世
界
と
の
隔
た

り
が
明
瞭
に
意
識
さ
れ
て
い
た
状
況
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
一
般
的

に
は
、
お
よ
そ
墓
は
公
共
の
場
で
は
な
く
、
死
者
が
個
人
的
に
占
有
す
る
私
的
な
空
間
で

あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
壁
画
は
、
喪
葬
儀
礼
を
構
成
す
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
生
者
が
死
者
に
献
じ
た
も
の
で
あ
り
、
死
者
の
み
が
「
観
る
」
こ
と
が

で
き
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

陶
淵
明 Tao Yuanm

ing

「
挽
歌
詩
」
三
首
の
二
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

在
昔
無
酒
飲　
　

在
昔
酒
の
飲
む
べ
き
無
く

今
但
湛
空
觴　
　

今
は
但
だ
空
觴
に
湛
う
る
の
み

春
醪
生
浮
蟻　
　

春
醪
浮
蟻
を
生
じ

何
時
更
能
嘗　
　

何
れ
の
時
に
か
更
に
能
く
嘗
め
ん

一
〇



漢
代
喪
葬
画
像
に
お
け
る
観
者
の
問
題

11

肴
案
盈
我
前　
　

肴
案
我
が
前
に
盈
ち

親
旧
哭
我
傍　
　

親
旧
、
我
が
傍
に
哭
す

欲
語
口
無
音　
　

語
ら
ん
と
欲
す
る
に
口
に
音
無
く

欲
視
眼
無
光　
　

視
ん
と
欲
す
る
に
眼
に
光
無
し

昔
在
高
堂
寝　
　

昔
は
高
堂
の
寝
に
在
り
し
に

今
宿
荒
草
郷　
　

今
は
荒
草
の
郷
に
宿
す

一
朝
出
門
去　
　

一
朝
門
を
出
で
て
去
ら
ば

帰
来
夜
未
央
（
（（
（

　
　

帰
来
夜
に
未
だ
央
き
（
（（

（
補
註

ず

　

陶
淵
明
は
知
識
人
と
し
て
、死
の
意
味
を
冷
静
に
受
け
と
め
て
い
た
よ
う
だ
。
彼
は「
語

ら
ん
と
欲
す
る
も
口
に
音
無
く
、
視
ん
と
欲
す
る
も
眼
に
光
無
し
」
と
嘆
ず
る
が
、
自
身

を
死
者
に
擬
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
眼
は
「
光
無
」
く
「
視
ん
と
欲
」
す
る
と
い
う
の

は
、
い
さ
さ
か
腑
に
落
ち
な
い
。

　

墓
中
に
描
か
れ
た
画
像
の
な
か
に
は
墓
主
肖
像
も
存
在
す
る
が
、
こ
の
画
像
の
死
者
は

決
し
て
「
視
ん
と
欲
す
る
に
眼
に
光
無
」
き
白
骨
で
は
な
く
、
色
鮮
や
か
な
生
者
の
姿
を

と
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
像
は
、
墓
中
に
お
い
て
美
食
を
堪
能
し
、
眼
前
の
楽
舞
を
鑑
賞

す
る
と
い
っ
た
別
世
界
で
続
け
ら
れ
る
墓
主
の
「
生
活
」
を
具
体
的
に
表
象
す
る
も
の
で

あ
る
。
墓
主
に
と
っ
て
、
墓
中
で
捧
げ
ら
れ
た
画
像
は
た
だ
の
「
形
象
」（im

age

）
で
は

な
く
、
リ
ア
ル
な
財
産
な
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
リ
デ
ィ
ア
・
ト
ン
プ
ソ
ン Lydia Th

om
pson 

氏
が
興
味
深
い
実
験

を
行
っ
て
い
る
。
氏
は
、
山
東
省
沂
南
県 Yi’nanxian 

の
後
漢
墓
の
立
体
模
型
を
計
測
制

作
し
、
こ
の
模
型
を
利
用
し
て
死
者
の
位
置
に
立
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
棺
の
安
置
さ
れ
た

後
室
か
ら
前
室
を
「
一
望
」
す
る
こ
と
が
で
き
、
石
梁
上
の
画
像
の
方
向
、
配
置
、
題
材

は
み
な
こ
の
死
者
の
「
ま
な
ざ
し
」
に
沿
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
（（
（

。

　

そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
東
晋
の
文
学
者
陸
機 Lu Ji 

の
「
挽
歌
詩
」
三
首
に
こ
う
し
た

観
念
を
見
い
だ
す
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
以
下
の
く
だ
り
で
あ
る
。

重
阜
何
崔
嵬　
　

重
阜
は
何
ぞ
崔
嵬
た
る

玄
廬
竄
其
間　
　

玄
廬
は
其
の
間
に
竄
る

磅
礴
立
四
極　
　

磅
礴
と
し
て
四
極
を
立
て

穹
隆
放
蒼
天　
　

穹
隆
と
し
て
蒼
天
に
放
ふ

側
聴
陰
溝
涌　
　

側
に
陰
溝
の
涌
く
を
聴
き

臥
観
天
井
懸　
　

臥
し
て
天
井
の
懸
る
を
観
る

壙
宵
何
寥
廓
（
（（
（
　
　

壙
宵
は
何
ぞ
寥
廓
た
（
（（

（
補
註
る

　

陸
機
も
ま
た
、
死
者
の
口
吻
を
模
し
て
墓
中
の
情
景
を
叙
述
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
死

者
は
「
聴
く
」
こ
と
、「
観
る
」
こ
と
が
可
能
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
詩

文
に
よ
り
、
死
者
は
地
下
世
界
で
生
き
続
け
て
お
り
、
そ
の
感
覚
は
依
然
と
し
て
生
前
と

同
様
に
機
能
し
て
い
る
と
、
古
代
漢
民
族
が
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
と
対
立
す
る
見
解
が
存
在
し
て
い
た
点
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
魏
の
文
帝
曹
丕 C

ao Pi 

は
、「
骨
は
痛
痒
の
知
無
く
し
て
、冢
は
栖
神
の
宅
に
非
ず
」

「
棺
椁
は
以
て
朽
骨
に
足
る
を
為
り
、
衣
衾
は
以
て
朽
肉
に
足
る
の
み
と
せ
ん
（
（（
（

」
な
ど
と

述
べ
て
、
薄
葬
を
主
張
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
画
像
を
用
い
て
装
飾
と
し

た
厚
葬
の
習
俗
と
、
死
者
が
知
覚
を
も
つ
と
す
る
観
念
と
の
相
関
関
係
を
、
む
し
ろ
証
明

す
る
事
例
と
み
な
す
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

考
古
資
料
に
通
暁
し
た
者
な
ら
ば
、
陸
機
の
こ
の
詩
文
の
叙
述
と
同
時
期
の
墓
室
の
構

造
と
の
間
に
、
意
外
な
ほ
ど
符
合
す
る
部
分
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
、
墓
室
の
ド
ー
ム
状
の
天
井
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
天
文
図
、
排
水
溝
な
ど
、

一
一
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す
べ
て
六
朝
期
の
墓
の
特
徴
で
あ
る
（
（（
（

。
単
純
な
事
実
と
し
て
指
摘
し
う
る
の
は
、
作
者
た

る
陸
機
は
生
身
の
人
間
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
一
体
、
彼
は
い
か
に
墓
室

内
の
す
べ
て
を
把
握
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
推
論
を
提
示

し
た
い
。
陸
機
は
い
う
ま
で
も
な
く
自
分
の
手
で
墓
を
造
営
す
る
工
人
で
は
な
く
、
文
人

で
あ
っ
た
も
の
の
、
常
に
墓
を
目
に
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
『
後
漢
書
』
趙
岐
伝
に
み
え
る
、
趙
岐 Z

hao Q
i 

が
自
ら
の
「
寿
蔵
」
に
絵
を

描
か
せ
た
事
跡
を
参
照
し
た
い
。

（
岐
）
先
自
為
寿
蔵
、
図
季
札
、
子
産
、
晏
嬰
、
叔
向
四
像
居
賓
位
、
又
自
画
其
像

居
主
位
、
皆
為
賛
頌
（
（（
（

。

（
岐
）
先
に
自
ら
寿
蔵
を
為
り
、
季
札
、
子
産
、
晏
嬰
、
叔
向
の
四
像
を
図
し
て

賓
位
に
居
ら
し
め
、
又
自
ら
其
の
像
を
画
き
て
主
位
に
居
ら
し
め
、
皆
な
賛
頌
を

為

（
（（

（
補
註る

。

　

こ
れ
は
、
漢
代
の
墓
室
画
像
の
う
ち
正
史
に
記
載
さ
れ
た
唯
一
の
作
例
で
あ
る
。
趙
岐

は
純
粋
に
「
個
人
的
行
為
」
に
属
す
る
こ
と
が
ら
を
、
い
か
に
し
て
世
間
に
流
布
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
趙
岐
が
自
ら
記
録
に
残
し
た
と
い
う
こ
と
、

さ
ら
に
大
き
な
可
能
性
と
し
て
、
他
者
が
墓
の
閉
ざ
さ
れ
る
前
に
こ
れ
ら
の
画
像
を
目
に

し
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
墓
室
壁
画
に
は
墓
主
以
外
の
観
者

が
存
在
す
る
と
の
仮
説
が
設
定
可
能
と
な
る
。

　

こ
の
仮
説
は
、
近
年
の
考
古
学
上
の
新
発
見
が
証
明
し
う
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
最
近
報
告
さ
れ
た
陝
西
省
旬
邑
県
百
子
村 Xunyixian, Baizicun 

出
土
の
後
漢
壁

画
墓
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
新
た
な
手
が
か
り
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
墓
は
長
く
傾

斜
し
た
墓
道
と
単
天
井
の
磚
室
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
壁
画
の
内
容
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

む
も
の
で
、題
記
に
は
某
「
邠
王
」
の
墓
と
刻
さ
れ
て
い
る
。「
邠
」
は
「
豳
」
字
で
あ
り
、

『
後
漢
書
』
郡
国
志
の
「
橋
邑
に
豳
郷
有
り
（
（（
（

」
の
記
述
よ
り
、
周
の
祖
先
た
る
公
劉
の
故

地
と
知
ら
れ
る
。
墓
の
甬
道
の
両
壁
に
は
、
門
を
守
る
力
士
像
が
描
か
れ
、
そ
の
外
側
に

題
記
が
朱
書
さ
れ
て
い
る
。

　
　

諸
観
者
皆
解
履
乃
得
入
。（
挿
図
8
）

　
　

諸
欲
観
者
皆
当
解
履
乃
得
入
観
此
（
（（
（

。

諸
も
ろ
の
観
る
者
、
皆
な
履
を
解
き
て
乃
ち
入
る
を
得
ん
。

諸
も
ろ
の
観
ん
と
欲
す
る
者
、
当
に
皆
な
履
を
解
き
て
乃
ち
入
る
を
得
、
此
を
観
る

べ
し
。

　

先
秦
か
ら
漢
魏
に
か
け
て
は
、
履
物
を
脱
ぐ
行
為
は
尊
い
人
物
に
面
会
す
る
際
の
礼
儀

で
あ
り
、
同
時
に
室
内
で
は
床
に
敷
物
を
敷
き
そ
の
上
で
生
活
す
る
習
慣
が
、
こ
の
頃
に

は
定
着
し
て
い
た
。
例
え
ば
『
礼
記
』
曲
礼
に
は
「
長
者
に
侍
坐
す
る
と
き
は
、
履
き
て

堂
に
上
ら
ず
（
（（
（

」
と
あ
り
、こ
こ
か
ら
「
解
履
」
と
い
う
語
に
出
仕
す
る
と
の
意
が
生
じ
た
。

こ
の
意
味
で
の
用
例
と
し
て
は
、『
北
斉
書
』
文
苑
の
「
未
だ
冠
を
成
さ
ず
し
て
登
仕
し
、

財
か
に
履
を
解
き
以
て
従
軍
す
（
（（
（

」
と
の
記
述
が
あ
る
。
た
だ
、
百
子
村
墓
の
題
記
に
み
え

る
「
解
履
」
の
語
は
本
来
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
墓
は
死

者
の
邸
宅
に
等
し
い
と
さ
れ
た
た
め
、
観
者
は
履
物
を
脱
い
で
墓
に
入
り
、
死
者
に
対
す

る
敬
意
を
表
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
行
の
題
記
は
、
門
を
守
る
力
士
像
の
傍
ら
に
記
さ

れ
て
は
い
る
が
、
こ
の
画
像
の
解
説
で
は
な
い
。
力
士
像
か
ら
さ
ら
に
近
い
場
所
に
「
邠

一
二
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王
力
士
」
と
の
題
記
が
別
に
存
在
す
る
た
め
で
あ
る
。
言
う
と
こ
ろ
の
「
諸
観
者
」
あ
る

い
は
「
諸
欲
観
者
」
は
複
数
形
表
記
で
あ
り
、
墓
主
の
み
を
指
す
の
で
は
な
く
、
外
部
か

ら
墓
室
に
進
入
す
る
生
者
ら
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
少

な
く
と
も
後
漢
時
代
に
は
、
墓
は
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
な
空
間
の
み
に
留
ま
る
も
の
で
は
な

く
、
壁
画
の
完
成
後
又
は
墓
主
が
埋
葬
さ
れ
る
前
に
、
墓
室
が
公
開
さ
れ
、
人
々
の
観
覧

に
供
さ
れ
る
機
会
が
存
し
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　

後
漢
時
代
に
お
け
る
墓
を
公
開
す
る
習
俗
は
、
当
時
の
「
挙
孝
廉
」
の
制
度
と
関
わ

り
を
も
つ
可
能
性
が
あ
る
。
楊
樹
達 Yang Shuda 

氏
は
、
漢
代
の
喪
葬
に
関
す
る
文
献

の
関
係
史
料
を
渉
猟
し
、
こ
の
時
代
に
は
皇
帝
が
生
前
に
寿
陵
を
造
営
し
た
だ
け
で
は
な

く
、
臣
民
も
し
ば
し
ば
自
ら
の
墓
地
を
営
ん
だ
と
の
史
実
を
見
い
だ
し
た
。
こ
う
し
た
行

為
が
記
録
に
残
さ
れ
た
人
士
に
は
、
大
臣
の
霍
光 H

uo G
uang 

、
張
禹 Z

hang Yu 

、
文

人
の
馮
衍 Feng Yan 

、
趙
岐
、
孔
耽 K

ong D
an 

、
宦
官
の
侯
覧 H

ou Lan 

、
趙
忠 Z

hao 

Z
hong 

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
一
般
に
は
、
人
は
死
後
す
み
や
か
に
埋
葬
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
く
、
埋
葬
ま
で
の
期
間
は
七
日
か
ら
四
百
日
余
り
に
い
た
る
も
の
ま
で
さ
ま
ざ

ま
で
あ
っ
た
（
（（
（

。
生
前
に
自
身
の
墓
を
造
営
す
る
寿
蔵
の
風
習
や
、
殯
の
期
間
を
設
け
て
埋

葬
を
待
つ
葬
法
に
よ
っ
て
、
生
者
が
墓
室
に
入
り
壁
画
を
見
る
機
会
が
生
じ
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
死
者
を
送
る
際
に
は
、
死
者
の
友
人
・
故
吏
・
門
生
な
ど
多
く
の
客
人
が

参
加
し
た
。
王
符
が
記
す
「
寵
臣
貴
戚
、
州
郡
世
家
、
喪
葬
有
る
毎
に
、
都
官
属
県
、
各

の
当
に
吏
を
し
て
奉
を
齎
し
む
。
車
馬
帷
張
、
待
客
の
具
を
貸
仮
し
、
竟
に
華
観
を
為

す
（
（（
（

」
と
い
っ
た
状
況
で
あ
る
。
碩
儒
と
し
て
名
高
い
鄭
玄
の
葬
礼
で
は
会
葬
者
が
千
人
余

に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
（
（（
（

。
墓
の
扉
が
閉
ざ
さ
れ
る
前
に
墓
中
の
芸
術
の
鑑
賞
者
た
る
こ
と

は
、
万
人
に
開
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
後
漢
書
』
陳
蕃 C

hen Fan 

伝
は
、
住
民
の
趙
宣 Z

hao Xuan 

が
親
を
埋
葬
し
た
も
の

の
、
地
下
の
墓
道
を
閉
じ
ず
に
墓
室
内
で
二
十
年
余
り
も
の
間
服
喪
し
て
い
た
話
を
伝
え

る
（
（（
（

。
趙
宣
な
る
人
物
は
こ
の
行
為
に
よ
っ
て
在
地
社
会
で
虚
名
を
得
た
が
、
彼
が
孝
行
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
舞
台
も
ま
た
地
下
の
墓
室
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
陝
西
省
北
部
出
土
の
画
像
石

（
（（

（
補
註墓
の
構
造
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

墓
に
お
い
て
画
像
の
大
半
は
墓
門
あ
る
い
は
門
框
、
門
楣
等
に
集
中
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
外
部
に
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
墓
主
の
「
ま
な
ざ
し
」
か
ら
は
逆
の
配
置

と
な
る
。
こ
れ
は
、
緻
密
に
刻
さ
れ
た
図
像
を
墓
室
へ
の
進
入
者
に
対
し
て
示
す
に
は
非

常
に
適
し
た
配
置
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
、
出
資
者
の
心
情
を
推
測
す
る
な
ら
ば
、
あ
る
面
で
は
死
者
の
霊
魂
の

た
め
に
、
ま
た
別
の
面
で
は
当
時
の
生
者
の
た
め
に
、
墓
室
装
飾
を
設
置
し
て
い
た
と
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
祠
堂
と
比
較
し
た
場
合
、
題
記
に
お
い
て
明
瞭
に
観
者
に
言
及
す
る

墓
の
出
土
例
は
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、
こ
れ
は
墓
と
祠
堂
と
で
は
公
開
の
度
合
い
が
明

ら
か
に
異
な
る
と
の
事
情
に
由
来
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
百
子
村
墓
の
題
記
は
比
較
的
簡

略
で
あ
り
、観
者
の
身
分
、墓
室
の
公
開
時
間
な
ど
細
部
に
つ
い
て
は
知
り
え
な
い
た
め
、

こ
れ
に
関
し
て
は
さ
ら
な
る
資
料
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
る
こ
と
が
待
た
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
近
年
の
数
々
の
考
古
学
的
発
見
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
複
雑
な
状
況
が
明
か

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
一
九
八
七
年
か
ら
一
九
九
一
年
に
か
け
て
発
掘
さ
れ
た
河
南
省
永
城
県

柿
園 Yongchengxian, Shiyuan 

出
土
の
梁
王
陵
は
、
現
段
階
で
は
最
も
早
期
の
壁
画
墓

で
あ
り
、
そ
の
造
営
年
代
は
紀
元
前
一
三
六
年
か
ら
紀
元
前
一
一
八
年
の
間
と
さ
れ
て
い

る
（
（（
（

。
こ
の
墓
の
天
井
部
分
か
ら
は
完
全
な
保
存
状
態
の
巨
大
な
壁
画
が
発
見
さ
れ
て
い
る

が
、
主
室
の
四
方
壁
の
天
井
と
接
す
る
四
辺
の
部
分
に
は
溝
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
お
り
、
そ

挿図 8　陝西省旬邑
県百子村後漢壁画
墓甬道東壁壁画及
び題記
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こ
か
ら
腐
朽
し
た
木
片
が
発
見
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
当
初
は
木
で
組
ま
れ
た
天
井
が
存
在

し
、
こ
れ
は
天
井
壁
画
を
あ
た
か
も
遮
蔽
す
る
よ
う
な
形
で
構
築
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ

れ
る
（
（（
（

（
挿
図
9
）。
こ
の
出
土
状
況
か
ら
鑑
み
る
に
、
喪
葬
儀
礼
の
参
加
者
は
墓
室
に
進

入
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
壁
画
を
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
亡

き
梁
王
の
み
が
こ
の
図
像
の
存
在
を
感
知
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
れ
は
死
者
が
「
観
る
」
方
法
と
生
者
の
そ
れ
は
異
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

さ
ら
に
蓋
然
性
の
高
い
推
測
と
し
て
は
、
こ
の
壁
画
が
神
仙
に
対
し
て
の
み
意
味
を
も

つ
存
在
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
同
時
期
に
宮

中
で
生
じ
た
新
た
な
芸
術
の
動
き
を
、
こ
の
仮
説
を
間
接
的
に
補
強
し
う
る
も
の
と
し
て

提
示
し
て
み
た
い
。
仙
人
を
希
求
し
た
前
漢
の
武
帝
の
治
世
に
は
、
東
方
の
方
士
が
蝟
集

し
「
致
物
」
の
方
術
を
言
上
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
上
即
し
神
と
通
ぜ
ん
と
欲
せ
ん
に

は
、
宮
室
被
服
、
神
に
象
ら
ず
ん
ば
、
神
物
至
（
（（
（

ら
じ
（
（（

（
補
註
」
と
い
っ
た
も
の
が
具
体
的
な
方
策

で
あ
っ
た
。
こ
の
理
論
に
基
づ
き
、
武
帝
は
「
乃
ち
雲
気
を
画
け
る
車
を
作
り
、
及
び
各

お
の
勝
日
を
以
て
車
に
駕
し
て
悪
鬼
を
辟
く
。
又
甘
泉
宮
を
作
り
、
中
に
台
室
を
為
り
、

天
・
地
・
太
一
の
諸
鬼
神
を
画
き
て
、
祭
具
を
置
き
、
以
て
天
神
を
致
さ
ん
と
す
」
な
ど

の
実
践
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
示
さ
れ
る
甘
泉
宮
の
壁
画
は
、
天
の
神
に
対
し
て
の
み
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
死
す
べ
き
人
間
を
仙
人
が
迎
接
し
、
上
天
へ
と
導
く
と
さ
れ
た
の

で
あ
る
。「
宮
室
被
服
、
神
に
象
ら
ず
ん
ば
、
神
物
至
ら
じ
」
と
信
ぜ
ら
れ
て
い
た
以
上
、

墓
室
内
の
仙
境
怪
異
の
画
像
も
同
様
に
、
必
ず
や
天
よ
り
神
仙
を
招
来
せ
し
め
ん
と
の
期

待
か
ら
創
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
れ
以
降
、
墓
室
は

二
つ
の
機
能
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
遺
体
を
安
置
し

各
種
の
副
葬
品
を
納
め
る
空
間
で
あ
る
と
と
も
に
、
死
者
お
よ
び
副
葬
品
の
背
景
と
し
て

そ
こ
に
虚
構
の
仙
境
を
現
出
さ
せ
る
空
間
で
も
あ
る
の
だ
。
以
上
述
べ
来
た
っ
た
と
こ
ろ

に
照
ら
せ
ば
、
墓
室
に
は
、
現
実
世
界
の
「
鏡
像
」、
そ
し
て
仙
界
へ
通
ず
る
橋
と
い
う

二
つ
の
機
能
が
附
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

観
者
に
関
す
る
問
題
は
、
喪
葬
芸
術
の
機
能
と
主
題
の
理
解
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
漢
代
画
像
を
研
究
す
る
う
え
で
の
基
礎
的
な
問
題
で
あ
る
。
一

箇
の
儀
礼
の
う
ち
で
、
観
者
と
図
像
と
が
補
完
し
合
い
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
一
種
の
相
互
作

用
関
係
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
あ
る
と
き
に
は
、
図
像
が
観
者
の

思
考
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
り
、
た
と
え
ば
陝
西
省
綏
徳
県
出
土
の
嗚
咽
泉
墓
題
記

な
ど
で
は
、
図
像
を
観
る
こ
と
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
感
化
作
用
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
あ
る
と
き
に
は
、
受
容
す
る
側
の
変
化
が
図
像
内
容
の
選
択
と
形
式
に
影
響
を
及
ぼ

挿図 9　河南省永城県柿園梁王陵主墓室の見取り図（筆者作成）
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漢
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問
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す
場
合
も
あ
り
、
そ
の
一
例
と
し
て
北
魏
の
酈
道
元 Li D

aoyuan 

に
よ
る
、
先
に
取
り

あ
げ
た
趙
岐
の
墓
室
壁
画
に
つ
い
て
の
解
釈
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「（
郢
）
城
中
に
趙
台

卿
の
冢
有
り
、
岐
の
平
生
よ
り
自
ら
営
む
所
な
り
。
冢
に
賓
主
の
容
を
図
し
、
情
好
を
存

し
、
其
の
宿
尚
を
叙
ぶ
る
に
用
う
（
（（
（

」
と
記
し
、
趙
岐
の
墓
室
壁
画
を
他
者
が
観
覧
す
る
な

ら
ば
、
こ
の
題
材
の
選
択
に
は
「
志
を
述
べ
る
」
と
い
う
意
義
を
見
い
だ
せ
る
と
解
し
た

の
で
あ
る
。
ま
た
祠
堂
に
は
、
墓
主
の
生
前
の
経
歴
を
反
映
さ
せ
た
画
像
が
み
ら
れ
る
。

山
東
省
嘉
祥
県
の
武
梁
祠
東
壁
の
下
層
に
は
「
県
功
曹
」
が
「
処
士
」
を
招
聘
す
る
場
面

が
描
か
れ
、
こ
れ
は
武
梁
碑
中
の
「
州
郡
請
召
す
る
も
応
じ
ず
、
辞
疾
し
て
就
か
ず
」
の

記
述
と
重
な
り
合
う
。
さ
ら
に
、
武
栄 W

u Rong 

祠
堂
で
あ
る
武
氏
祠
前
石
室
で
は
、

大
画
面
の
車
馬
出
行
図
が
東
西
の
側
壁
を
貫
き
、
後
壁
上
部
、
そ
の
前
壁
を
支
え
る
軒
柱

の
内
側
と
三
角
隔
梁
石
両
側
面
に
も
車
馬
出
行
図
が
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
出
行
図
の
題

記
も
、
碑
文
に
記
録
さ
れ
た
武
栄
の
事
跡
と
符
合
す
る
（
（（
（

。
信
立
祥
氏
は
、
武
氏
祠
前
石
室

の
タ
イ
プ
の
車
馬
出
行
図
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
、
山
東
省
長
清
県
の
孝
堂
山
石
祠
堂
の

上
部
の
車
馬
行
列
は
、
墓
主
が
「
大
王
（
諸
侯
王
）」
の
出
行
に
随
行
員
と
し
て
参
加
し

た
生
前
の
経
歴
の
記
録
で
あ
り
、
そ
の
人
生
で
最
も
栄
誉
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
祠
堂
に
掲
げ

た
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
氏
は
、
ま
た
「
墓
主
の
生
前
で
最
も
栄
誉
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
表

現
し
た
車
馬
出
行
図
と
「
墓
主
が
祭
祀
を
受
け
る
図
」
と
の
間
に
は
図
像
学
的
意
義
の
上

で
必
然
的
な
繋
が
り
は
な
く
、
祠
堂
画
像
の
中
で
も
可
変
的
な
部
分
に
属
す
る
」
と
指
摘

し
て
い
る
（
（（
（

。
観
者
の
立
場
か
ら
考
察
を
試
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
種
の
画
像
が
存
在
す
る

意
義
は
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。
同
様
に
、
内
蒙
古
自
治
区
ホ
リ
ン
ゴ
ー
ル
県 H

elinge’

erxian 

の
新
店
子
小
板
申 X

indianzi, X
iaobanshen 

漢

（
（（

（64）



（（
（

墓
の
よ
う
に
他
者
の
進
入
が
可
能

で
あ
っ
た
墓
室
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
墓
主
の
生
前
の
事
跡
を
表
現
し
た
図
像
の
目
的

は
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
広
く
死
者
本
人
の
功
績
を
喧
伝
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結

果
、
墓
主
の
子
孫
が
社
会
的
地
位
を
築
き
ゆ
く
過
程
で
重
要
な
拠
所
と
も
な
り
え
た
可
能

性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
漢
代
の
祠
堂
と
墓
は
当
時
の
社
会
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か

に
あ
り
、
観
者
の
立
場
よ
り
画
像
が
制
作
さ
れ
た
動
機
や
画
像
の
内
容
を
理
解
し
よ
う
と

す
る
試
み
は
、
い
っ
そ
う
重
視
す
べ
き
有
効
な
手
法
で
あ
る
の
だ
。

　

観
者
が
い
か
に
観
た
か
、
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
こ
れ
は
ま
た
別
の
問
題
で
あ
り
、

本
稿
で
検
討
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
、
出
資
者
の
策
略
に
満
ち
た
ふ
る
ま
い

は
、
王
符
の
た
ぐ
い
の
観
者
か
ら
手
厳
し
い
批
判
を
不
本
意
に
も
蒙
る
こ
と
と
な
っ
た
。

だ
が
、
北
斉
時
代
に
孝
堂
山
祠
堂
が
孝
子
郭
巨
の
記
念
堂
と
ひ
と
た
び
誤
解
さ
れ
た
た
め

に
、
そ
の
後
千
年
余
り
も
誤
解
さ
れ
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
事
例
か
ら
も
承
知
さ
れ
る
よ

う
に
、
そ
う
し
た
状
況
な
ど
、
出
資
者
は
ど
う
し
て
予
測
で
き
た
だ
ろ
う
か
。

註（
1
）　W

u H
ung, M

onum
entality in Early C

hinese Art and Architecture, Stanford: Stanford U
niversity 

Press, 1995, pp. 189-250.

（
2
）　

洪
興
祖
『
楚
辞
補
注
（
重
印
修
訂
本
）』（
北
京
・
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）
八
五
〜
一
一
九

頁

（
3
）　

費
振
剛
・
胡
双
宝
・
宝
明
華
輯
校
『
全
漢
賦
』（
北
京
・
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）

五
二
七
〜
五
三
三
頁

（
4
）　

こ
こ
に
い
う
制
作
者
と
は
、
設
計
者
お
よ
び
施
工
者
を
も
含
む
。
設
計
と
施
工
と
は
分
業
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
、
た
と
え
ば
、
出
資
者
が
図
像
の
テ
ー
マ
を
提
示
し
、
石
工
が
実
際
に
施
工
す
る
、

と
い
っ
た
次
第
で
あ
る
。
ま
た
あ
る
時
に
は
、
設
計
者
と
施
工
者
が
一
致
す
る
場
合
も
あ
り
、
た

と
え
ば
、
出
資
者
は
規
模
な
ど
の
お
お
ま
か
な
指
示
を
出
す
に
と
ど
め
て
資
金
提
供
に
専
念
し
、

建
築
や
画
像
の
具
体
的
な
デ
ィ
テ
ー
ル
は
石
工
が
慣
例
に
従
っ
て
決
定
す
る
と
い
っ
た
次
第
で
あ

る
。

（
5
）　

か
つ
て
汪
悦
進
（Eugene Y. W

ang

）
と
筆
者
は
、
清
代
の
牌
坊
に
つ
い
て
後
世
の
観
者
が
各

種
の
形
式
の
言
説
（
口
承
、
文
献
、
図
像
表
現
な
ど
異
な
る
媒
体
を
も
含
む
）
を
生
み
出
し
た
事

例
に
関
す
る
討
議
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
は
こ
の
分
野
に
お
け
る
研
究
の
一
例
で
あ
る
。
以
下
を
参

照
の
こ
と
。

	

　

Eugene Y. W
ang and Z

heng Yan, “R
om

ancing the Stone: A
n A

rchw
ay in Shandong,”

O
rientations 35.2 (2004): 90-7.
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鄭
岩
・
汪
悦
進
『
庵
上
坊
︱
口
述
・
文
字
和
図
像
』（
北
京
・
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、

二
〇
〇
八
年
）

（
6
）　

王
充
『
論
衡
』
四
諱
篇
に
は
「
墓
者
、
鬼
神
所
在
、
祭
祀
之
処
」
と
あ
り
、
こ
の
文
の
前
に
は

「
古
礼
廟
祭
、今
俗
墓
祀
」
と
あ
る
。
ゆ
え
に
、こ
の
「
墓
」
の
字
が
決
し
て
墓
室
の
み
で
は
な
く
、

祠
堂
を
も
含
め
た
喪
葬
建
築
全
て
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
先
学
は

こ
の
記
述
を
用
い
て
祠
堂
の
機
能
を
論
証
し
て
き
た
。

	

　
『
論
衡
』（『
諸
子
集
成
』
第
七
冊
所
収
、
上
海
・
上
海
書
店
、
一
九
八
六
年
）
二
二
八
頁

	

　

信
立
祥
「
論
漢
代
的
墓
上
祠
堂
及
其
画
像
」（
南
陽
漢
代
画
像
石
学
術
討
論
会
弁
公
室
編
『
漢

代
画
像
石
研
究
』
所
収
、
北
京
・
文
物
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
一
八
五
頁

	

　

蒋
英
炬
・
呉
文
祺
『
漢
代
武
氏
墓
群
石
刻
研
究
』（
済
南
・
山
東
美
術
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）

九
七
頁

（
7
）　
「
孔
子
謂
為
明
器
者
、
知
喪
道
矣
。
備
物
而
不
可
用
也
、
哀
哉
」（『
礼
記
』
檀
弓
下
、『
十
三
経

注
疏
』
所
収
、
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
一
三
〇
三
頁

	

　
「
古
者
明
器
有
形
無
実
、
示
民
不
用
也
」『
塩
鉄
論
』
散
不
足
（『
諸
子
集
成
』
本
）
三
四
頁

（
8
）　

洪
适
『
隷
釈
・
隷
続
』（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
一
六
八
〜
一
六
九
頁

（
9
）　

生
克
昭
『
滕
県
金
石
志
』（
北
京
・
法
源
寺
刊
本
、
一
九
四
四
年
）
二
九
頁

	

　

文
物
図
像
研
究
室
漢
代
拓
片
整
理
小
組
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵
漢
代
石
刻
画
像
拓

本
精
選
集
』（
台
北
・
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
）
拓
本
番
号
二
八
一
一
一
、

六
二
・
六
三
・
一
六
八
頁

（
10
）　

羅
福
頤
「
薌
他
君
石
祠
堂
題
字
解
釈
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
総
第
二
期
、
一
九
六
〇
年
）
一

八
〇
頁

（
11
）　

李
発
林
『
山
東
漢
画
像
石
研
究
』（
済
南
・
斉
魯
書
社
、
一
九
八
二
年
）
一
〇
二
頁

（
12
）　

江
継
甚「
漢
画
題
榜
芸
術
」（
朱
青
生
主
編『
中
国
漢
画
学
会
第
九
回
年
会
論
文
集
』所
収
、北
京
・

中
国
社
会
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
五
三
五
頁

（
13
）　W

u H
ung 

註
1
前
掲
書 pp. 195.

（
14
）　

蒋
英
炬
「
孝
堂
山
石
祠
管
見
」（
註
6
前
掲
『
漢
代
画
像
石
研
究
』
所
収
）
二
一
三
頁

（
15
）　

信
立
祥
『
漢
代
画
像
石
総
合
研
究
』（
北
京
・
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
八
二
頁

（
16
）　

山
東
省
博
物
館
・
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
『
山
東
漢
画
像
石
選
集
』（
済
南
・
斉
魯
書
社
、

一
九
八
二
年
）
図
四
七
二

（
17
）　W

u H
ung 

註
1
前
掲
書 pp. 193-200.

（
18
）　
『
潜
夫
論
』
務
本
篇
（『
諸
子
集
成
』
本
）
九
頁

（
19
）　
『
潜
夫
論
』
浮
侈
篇
（『
諸
子
集
成
』
本
）
五
七
頁

（
20
）　

註
19
前
掲
書
、
五
七
頁

（
21
）　

羅
福
頤
註
10
前
掲
論
文
、
一
八
〇
頁

（
22
）　

李
発
林
註
11
前
掲
書
、
一
〇
二
頁

（
23
）　

加
藤
直
子
「
ひ
ら
か
れ
た
漢
墓
︱
孝
廉
と
﹁
孝
子
﹂
た
ち
の
戦
略
」（『
美
術
史
研
究
』
第
三
五

冊
、
早
稲
田
大
学
美
術
史
学
会
、
一
九
九
七
年
）

（
24
）　

邢
義
田
氏
よ
り
、
本
稿
の
査
読
後
に
以
下
の
ご
指
摘
を
賜
っ
た
。

	

　
「
わ
れ
わ
れ
は
未
だ
に
当
時
の
人
々
の
生
態
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
だ
。
漢
代
の

墓
は
し
ば
し
ば
集
落
、
田
地
の
付
近
に
あ
っ
た
。（
た
と
え
）
親
戚
や
旧
友
で
な
く
と
も
、
ど
こ

の
家
に
死
者
が
出
た
か
、
誰
が
墓
を
造
営
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
い
か
に
造
営
す
る
の
か
、
こ
う

し
た
ニ
ュ
ー
ス
は
在
地
社
会
の
住
民
の
間
に
自
然
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
石
造
墓
を
構
成
す
る
石

材
は
、
組
み
立
て
ら
れ
る
前
に
墓
の
傍
ら
で
、
名
工
を
雇
い
、
何
ヶ
月
も
か
け
て
製
作
す
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
完
成
ま
で
の
過
程
で
は
、
在
地
社
会
の
関
心
を
集
め
、
人
々
の
訪
問
、
観

覧
を
受
け
た
。
こ
れ
は
一
種
の
﹁
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
﹂
の
機
会
で
あ
り
、
名
声
を
博
す
る
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
っ
た
。﹁
観
者
﹂
は
多
重
的
な
も
の
で
あ
り
、
死
者
で
も
あ
り
、
生
者
で
も
あ
る
。」（
二

〇
〇
二
年
九
月
二
九
日
、
邢
義
田
氏
よ
り
筆
者
に
送
ら
れ
た
電
子
メ
ー
ル
よ
り
）

（
25
）　

李
発
林
註
11
前
掲
書
、
一
〇
一
〜
一
〇
二
頁

（
26
）　

費
振
剛
・
胡
双
宝
・
宗
明
華
輯
校
『
全
漢
賦
』
五
二
八
〜
五
二
九
頁

（
27
）　

こ
の
題
記
に
は
美
辞
が
並
べ
立
て
ら
れ
、
技
巧
を
誇
示
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
漢
代
に
お
い

て
、
文
学
は
官
僚
た
る
う
え
で
必
須
の
基
本
的
教
養
で
も
あ
っ
た
。

	

　

邢
義
田
「
允
文
允
武
︱
漢
代
官
吏
的
一
種
典
型
︱
﹁
郡
県
時
代
的
封
建
余
韻
﹂
考
論
之
一
」（『
中

央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
七
五
本
第
二
分
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

（
28
）　

安
国
祠
堂
題
記
と
同
時
期
に
出
土
し
た
嘉
祥
宋
山
画
像
石
は
、
す
で
に
蒋
英
炬
氏
が
四
宇
の
完

全
な
小
祠
堂
と
し
て
復
原
に
成
功
し
て
い
る
。
以
下
を
参
照
の
こ
と
。

	

　

蒋
英
炬
「
漢
代
的
小
祠
堂
︱
嘉
祥
宋
山
漢
画
像
石
的
建
築
復
原
」（『
考
古
』
一
九
八
三
年
八
期
、

七
四
一
〜
七
五
一
頁
）

	

　

こ
れ
ら
複
数
の
祠
堂
の
画
像
は
、
様
式
か
ら
み
て
同
一
の
工
人
集
団
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
同
様
の
内
容
を
も
つ
画
像
石
、
顕
著
な
も
の
で
は
基
と
な
っ
た
粉
本
が
同
一
と
推
測
さ
れ
る

画
像
石
が
、
異
な
る
祠
堂
に
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
最
も
注
目
す
べ
き
は
、

安
国
祠
堂
の
画
像
の
様
式
が
こ
れ
ら
小
祠
堂
の
そ
れ
と
近
似
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
安
国
祠
堂
の
画
像
は
四
宇
の
小
祠
堂
と
同
一
の
制
作
者
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

れ
は
工
人
に
関
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

（
29
）　

安
国
祠
堂
題
記
に
示
さ
れ
る
語
句
で
あ
る
。

　

	

　

李
発
林
註
11
前
掲
書
、
一
〇
二
頁
参
照
。

（
30
）　

蒋
英
炬
註
14
前
掲
論
文
、
二
〇
五
頁

一
六
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（
31
）　

蒋
英
炬
註
14
前
掲
論
文
、
二
〇
五
頁

（
32
）　

王
国
維
『
水
経
注
校
』（
上
海
・
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
二
七
五
頁

（
33
）　

蒋
英
炬
氏
は
、
北
斉
武
平
元
年
（
五
七
〇
）、
孝
堂
山
祠
堂
西
壁
外
側
に
隴
東
王
胡
長
仁
が
刻

し
た
「
隴
東
王
感
孝
頌
」
を
根
拠
と
し
て
、
孝
堂
山
祠
堂
を
郭
巨
の
墓
祠
と
み
な
す
こ
と
は
、
胡

長
仁
に
始
ま
っ
た
と
し
て
い
る
。
以
下
を
参
照
の
こ
と
。

	

　

蒋
英
炬
註
14
前
掲
論
文
、
二
〇
六
頁
。

	

　

一
方
、
林
聖
智
氏
は
、「
訪
詢
耆
旧
」
の
語
句
を
根
拠
と
し
て
、
胡
長
仁
は
当
地
の
郷
里
社
会

に
広
ま
っ
て
い
た
伝
説
を
記
録
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
林
氏
は
、「
南
北
朝
に
お
い
て
も
、

祠
堂
の
造
営
が
孝
子
の
営
み
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
祠
堂

の
根
本
的
な
性
質
に
対
す
る
考
え
は
、
漢
代
の
そ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
北
斉
で
の
孝
堂

山
祠
堂
を
郭
巨
の
建
て
た
墓
（
祠
堂
）
と
す
る
伝
説
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
な
認
識
を
基
盤
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
北
朝
で
の
孝
堂
山
郭
巨
祠
堂
に
関
す
る
伝
説
は
、
祠
堂
は
孝
子
が
孝
を
実
践

す
る
場
と
い
う
漢
代
の
見
方
に
基
づ
い
て
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

以
下
を
参
照
の
こ
と
。

　
　
　

林
聖
智
「
北
魏
寧
懋
石
室
的
図
像
与
効
能
」（『
美
術
史
研
究
集
刊
』
第
一
八
期
、
台
北
・
台
湾

大
学
芸
術
史
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
）
四
八
〜
四
九
頁

（
34
）　

信
立
祥
註
15
前
掲
書
、
一
一
八
頁

（
35
）　

楊
愛
国
「
東
漢
石
祠
画
像
布
局
反
映
的
問
題
」（
未
発
表
）

（
36
）　

呉
蘭
・
志
安
・
春
寧
「
綏
徳
辛
店
発
現
的
両
座
画
像
石
墓
」（『
考
古
与
文
物
』
一
九
九
三
年
一

期
）
一
七
〜
二
二
頁

（
37
）　

陸
侃
如
等
撰
注
『
楚
辞
選
』（
上
海
・
上
海
古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
六
年
）
一
〇
八
頁

（
38
）　
『
周
礼
』
夏
官
司
馬
（『
十
三
経
注
疏
』
上
冊
）
二
一
三
頁

（
39
）　

王
充
『
論
衡
』（『
諸
子
集
成
』
本
）
二
一
九
頁

（
40
）　

一
九
七
二
年
の
陝
西
省
戸
県
朱
家
堡
漢
墓
よ
り
出
土
し
た
陽
嘉
二
年
（
一
三
三
）
解
除
罐
に
は

鎮
墓
文
が
朱
書
さ
れ
、「
謹
為
曹
伯
魯
之
家
央
去
咎
、
遠
之
千
里
。
咎
□
大
桃
不
得
留
。
□
□
至

之
鬼
所
、
徐
□
□
。
生
人
得
九
、
死
人
得
五
、
生
死
異
路
、
相
去
万
里
。
従
今
以
長
保
子
孫
、
寿

如
金
石
、
終
無
凶
。
何
以
為
信
。
神
葬
厭
墳
、
封
黄
神
地
章
之
印
。
如
律
令
」
と
あ
る
。

	

　

陝
西
省
考
古
研
究
所
・
祐
振
西
「
陝
西
戸
県
的
両
座
漢
墓
」（『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
〇
年
一

期
）
四
六
〜
四
七
頁
参
照
。

	

　

ま
た
、
一
九
九
三
年
山
西
省
臨
猗
県
街
西
村
よ
り
出
土
し
た
後
漢
延
熹
九
年
（
一
六
六
）
解
除

瓶
の
鎮
墓
文
に
は
、「
延
熹
九
年
十
月
丁
巳
朔
五
日
辛
佑
直
開
、
移
五
部
中
都
二
千
石
丘
丞
墓
伯

冢
侯
司
馬
。
地
下
羝
羊
令
韓
祔
興
冢
中
□
安
千
秋
万
歳
、
物
復
相
求
、
動
伯
□
、
生
人
自
有
宅
舎
、

死
人
自
有
棺
椁
、
生
死
異
処
、
無
与
生
人
相
索
、
填
冢
雄
黄
、
四
時
五
行
、
可
除
。
若
吉
央
富
貴

毋
極
、
如
律
令
」
と
あ
る
。

　

	

　

王
澤
慶「
東
漢
延
熹
九
年
朱
書
魂
瓶
」（『
中
国
文
物
報
』一
九
九
三
年
一
一
月
七
日
）三
版
参
照
。

（
41
）　

山
東
省
蒼
山
県
出
土
の
後
漢
元
嘉
元
年
（
一
五
一
）
墓
題
記
。

	

　

山
東
省
博
物
館
・
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
『
山
東
漢
画
像
石
選
集
』
四
二
頁
を
参
照
。

（
42
）　

楊
愛
国
「
先
秦
両
漢
時
期
陵
墓
防
盗
設
施
略
論
」（『
考
古
』
一
九
九
五
年
五
期
）
四
三
六
〜
四

四
四
頁

（
43
）　

逯
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
中
冊
、
一
〇

一
三
頁

（
44
）　Lydia Th

om
pson, Th

e Yi’ nan Tom
b: N

arrative and Ritual in Pictorial Art of the Eastern H
an 

(25-220 C
.E.), Ph. D

. dissertation, N
ew

 York: Institute of Fine Arts of N
ew

 York U
niversity, 

1998, pp. 207-11.

（
45
）　

註
43
前
掲
書
、
中
冊
、
六
五
四
頁

（
46
）　
『
三
国
志
』
魏
書
文
帝
紀
（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
）
八
一
頁

（
47
）　

東
晋
か
ら
南
朝
時
代
の
墓
葬
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
の
こ
と
。

　
　
　

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
新
中
国
的
考
古
発
現
和
研
究
』（
北
京
・
文
物
出
版
社
、
一

九
八
四
年
）
五
二
七
〜
五
三
六
頁

	

　

羅
宗
真
『
六
朝
考
古
』（
南
京
・
南
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
五
四
〜
九
八
頁
・
一
〇

六
〜
二
三
九
頁

（
48
）　
『
後
漢
書
』
趙
岐
伝
（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）
二
一
二
四
頁

（
49
）　
『
後
漢
書
』
郡
国
志
、
三
四
〇
六
頁

（
50
）　

二
〇
〇
一
年
十
月
、
筆
者
は
陝
西
省
考
古
研
究
所
に
お
い
て
こ
の
墓
か
ら
剥
離
し
た
壁
画
を
実

見
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
題
記
を
も
つ
守
門
力
士
画
像
も
含
む
。
簡
報
は
以
下
を
参
照
の
こ
と
。

	

　

陝
西
省
考
古
研
究
所
「
陝
西
省
旬
邑
発
現
東
漢
壁
画
墓
」（『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
二
年
三
期
）

七
六
頁

	

　

こ
の
ほ
か
、
こ
の
墓
の
画
像
の
図
版
は
ド
イ
ツ
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。

	

　

Susanne G
reiff, Yin Shenping: D

as G
rab des Bin W

ang: W
andm

alereien der O
stlichen H

an-

zeit in C
hina, W

iesbaden, M
ainz : Verlag des R

om
isch-G

erm
anischen Z

entralm
useum

s in 

K
om

m
ission bei H

arrassow
itz Verlag, 2002.

　
　
　

筆
者
に
よ
る
こ
の
著
述
の
書
評
は
以
下
を
参
照
の
こ
と
。

	

　
「Susanne G

reiff, Yin Shenping: D
as G

rab des Bin W
ang: W

andm
alereien der O

stlichen H
an-

zeit in C
hina

《
考
古
発
掘
出
土
的
中
国
東
漢
墓
（
邠
王
墓
）
壁
画
》」（『
芸
術
史
研
究
』
第
五
輯
、

広
州
・
中
山
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
五
一
〇
〜
五
一
八
頁

（
51
）　
『
礼
記
正
義
』（『
十
三
経
注
疏
』
上
冊
）
一
二
頁

一
七



美　

術　

研　

究　
　

三　

九　

五　

号

18

（
52
）　
『
北
斉
書
』（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
七
二
年
）
六
二
〇
頁

（
53
）　

楊
樹
達
『
漢
代
婚
喪
礼
俗
考
』（
上
海
・
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
八
七
〜
九
九
頁

（
54
）　
『
潜
夫
論
』
浮
侈
篇
（『
諸
子
集
成
』
本
）
五
七
頁

（
55
）　
『
後
漢
書
』
鄭
玄
伝
、
一
二
一
一
頁

（
56
）　
『
後
漢
書
』
陳
蕃
伝
、
二
一
五
九
〜
二
一
六
〇
頁

（
57
）　

閻
根
斉
主
編
『
芒
碭
山
西
漢
梁
王
墓
地
』（
北
京
・
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
八
一
〜
二

四
七
頁

（
58
）　

こ
の
存
在
の
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
天
井
が
い
か
な
る
機
能
を
有
し
て
い
た
の
か
知
る
す
べ
は

な
い
。
類
似
の
構
造
と
し
て
、
河
北
省
の
満
城
漢
墓
中
室
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
墓
は
、
崖
の
横

穴
に
土
木
建
築
に
よ
り
墓
室
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、地
上
の
邸
宅
を
模
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る（
補

註
22
）。

（
59
）　
『
史
記
』
封
禅
書
（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
）
一
三
八
七
〜
一
三
八
八
頁

（
60
）　

筆
者
に
は
永
城
柿
園
墓
に
つ
い
て
の
専
論
が
あ
る
。
以
下
を
参
照
の
こ
と
。

	

　
「
関
于
墓
葬
壁
画
起
源
問
題
的
思
考
︱
以
河
南
永
城
柿
園
漢
墓
為
中
心
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』

二
〇
〇
五
年
三
期
）
五
六
〜
七
四
頁

（
61
）　

施
蟄
存
『
水
経
注
碑
録
』（
天
津
・
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
四
〇
五
頁

（
62
）　

蒋
英
炬
・
呉
文
祺
註
6
前
掲
書
、
一
〇
七
〜
一
〇
八
頁

（
63
）　

信
立
祥
註
15
前
掲
書
、
一
〇
七
〜
一
一
八
頁

（
64
）　

内
蒙
古
自
治
区
博
物
館
文
物
工
作
隊
『
和
林
格
爾
漢
墓
壁
画
』（
北
京
・
文
物
出
版
社
、
一
九

七
八
年
）

（
65
）　

金
文
明
『
金
石
録
校
証
』（
上
海
・
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
四
四
頁

挿
図
出
典

挿
図
1　
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵
漢
代
石
刻
画
像
拓
本
精
選
集
』
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研

　

究
所
、
二
〇
〇
四
年
（
六
二
頁
）

挿
図
2　

信
立
祥
『
漢
代
画
像
石
総
合
研
究
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
九
年
（
図
二
）

挿
図
3　
『
中
国
画
像
石
全
集
1
』
山
東
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
（
図
一
〇
八
）

挿
図
4　
『
山
東
漢
画
像
石
選
集
』
斉
魯
書
社
、
一
九
八
二
年
（
図
四
七
二
）

挿
図
5　

南
陽
漢
代
画
像
石
学
術
討
論
会
弁
公
室
編
『
漢
代
画
像
石
研
究
』
一
九
八
七
年
（
二
〇
六
頁
、

　

図
二
）

挿
図
6　
『
中
国
画
像
石
全
集
1
』
山
東
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
（
図
九
〇
〜
九
二
）

挿
図
7　
『
中
国
画
像
石
全
集
5
』
山
東
美
術
出
版
社
、二
〇
〇
〇
年
（
図
一
八
八
・
一
八
九
）、信
立
祥
『
漢

　

代
画
像
石
総
合
研
究
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
九
年
（
図
三
九
）

挿
図
8　

陝
西
省
文
物
局
・
上
海
博
物
館
編
『
周
秦
漢
唐
文
明
』
上
海
書
画
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
（
九

　

九
頁
）

原
著
付
記

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
楊
泓
氏
、
邢
義
田
氏
、
楊
愛
国
氏
、Lukas N

ickel

氏
、
施
傑
氏
、
邱

忠
鳴
氏
、
劉
婕
氏
な
ど
の
諸
先
輩
、
畏
友
か
ら
多
く
の
助
言
を
得
た
。
二
〇
〇
二
年
十
月
に
陝
西
省
楡

林
県
で
開
催
さ
れ
た
中
国
漢
画
学
会
の
年
会
、二
〇
〇
四
年
八
月
に
山
東
省
章
丘
市
で
開
催
さ
れ
た
「
漢

代
考
古
与
漢
文
化
」
国
際
学
術
討
論
会
、
二
〇
〇
五
年
四
〜
五
月
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン

大
学
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
嗜
古
与
体
象
」
国
際
学
術
討
論
会
で
発
表
し
た
内
容
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
。
そ
の
際
に
は
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
。
先
に
お
名
前
を
あ
げ
た
諸
氏
に
は
、
特
に
感
謝
の
意

を
申
し
あ
げ
た
い
。

（
中
央
美
術
学
院
）

訳
者
補
註

（
1
）　

後
掲
の
安
国
祠
堂
題
記
中
に
示
さ
れ
る
語
句
で
あ
る
。

（
2
）　

以
下
、
石
刻
史
料
・
漢
籍
史
料
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
選
択
し
た
テ
キ
ス
ト
を
尊
重
し

た
う
え
で
訳
者
が
附
加
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
責
は
訳
者
に
あ
る
。

（
3
）　

こ
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
を
参
照
し
た
。

	

　

永
田
英
正
『
漢
代
石
刻
集
成
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
四
年
）
本
文
編
八
四
頁

（
4
）　

著
者
は
李
発
林
氏
に
よ
る
「
牧
馬
牛
羊
諸
僮
、
皆
良
家
子
、
来
人
堂
宅
、
但
観
耳
、
無
得
琢
画

（
牧
馬
牛
羊
諸
僮
、
皆
な
良
家
の
子
、
来
人
、
堂
宅
は
但
だ
観
る
の
み
に
し
て
、
琢
画
す
る
を
得

る
な
か
れ
）」
と
の
解
釈
に
従
う
が
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
王
恩
田
氏
の
「
皆
良
」
を
動
詞
句

と
す
る
解
釈
に
拠
っ
て
、「
牧
馬
牛
羊
、
諸
僮
皆
良
、
家
子
来
人
堂
宅
、
但
観
耳
、
無
得
琢
画
（
牧

馬
牛
羊
、
諸
僮
皆
な
良
ま
ん
、
家
子
来
人
、
堂
宅
は
但
だ
観
る
の
み
に
し
て
、
琢
画
す
る
を
得
る

な
か
れ
」
と
す
る
の
が
適
切
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
牧
馬
牛
羊
」
ま
で
「
良
家
の
子
」
と

す
る
読
み
は
不
自
然
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
以
下
を
参
照
の
こ
と
。

	

　

李
発
林
原
註
1
前
掲
書
、
一
〇
二
頁

	
　

王
恩
伝
「
安
国
祠
堂
題
記
釈
読
補
正
」（『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
九
年
一
期
）
八
九
頁

（
5
）　

こ
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
を
参
照
し
た
。

	

　

佐
原
康
夫
「
漢
代
祠
堂
画
像
考
」（『
東
方
学
報
（
京
都
）』
第
六
三
冊
、
一
九
九
一
年
三
月
）

注
49

	

　

永
田
補
註
3
前
掲
書
、
本
文
編
九
四
〜
九
七
頁

（
6
）　

補
註
4
に
述
べ
た
理
由
か
ら
、
こ
の
語
句
自
体
は
吉
祥
句
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
八



漢
代
喪
葬
画
像
に
お
け
る
観
者
の
問
題

19

（
7
）　

こ
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
を
参
照
し
た
。

	
　

永
田
補
註
3
前
掲
書
、
本
文
編
一
七
頁

（
8
）　

永
田
補
註
3
前
掲
書
本
文
編
一
七
頁
で
は
、
著
者
が
判
読
不
能
と
す
る
文
字
を
「
褱
」
す
な
わ

ち
「
壊
」
と
読
み
、
破
壊
を
禁
じ
る
意
と
解
し
て
い
る
。

（
9
）　
『
後
漢
書
』
列
伝
第
三
九
王
府
伝
の
引
用
に
よ
る
。

（
10
）　
「
挙
孝
廉
」
制
と
は
、「
孝
」
を
中
心
と
す
る
儒
教
的
徳
目
を
基
準
と
し
て
官
吏
任
用
を
行
う
推

薦
制
の
選
挙
制
度
で
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
が
い
か
な
る
現
象
を
も
た
ら
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
以

下
に
詳
し
い
。

	

　

宮
崎
市
定
「
漢
末
風
俗
」（『
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
研
究
報
告
』
特
輯
第
四
篇
（
歴
史
学
）、

一
九
四
二
年
三
月　

初
出
、の
ち
に
『
宮
崎
市
定
全
集
』
七
巻
、岩
波
書
店
、一
九
九
二
年
に
収
録
）

（
11
）　

こ
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
を
参
照
し
た
。

	

　

永
田
補
註
3
前
掲
書
、
本
文
編
八
四
頁

（
12
）　

こ
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
を
参
照
し
た
。

	

　

永
田
補
註
3
前
掲
書
、
本
文
編
九
四
頁

（
13
）　

こ
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
を
参
照
し
た
。

	

　

高
橋
忠
彦
『
新
釈
漢
文
大
系
八
一　

文
選
（
賦
篇
）』
下
（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
九
頁

（
14
）　

こ
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
を
参
照
し
た
。

	

　

星
川
清
孝
『
新
釈
漢
文
大
系
三
四　

楚
辞
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
〇
年
）
三
一
一
頁

（
15
）　

こ
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
を
参
照
し
た
。

	

　

山
田
勝
美
『
新
釈
漢
文
大
系　

論
衡
』　
（
明
治
書
院
、
一
九
八
四
年
）
一
四
一
五
頁

（
16
）　

こ
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
を
参
照
し
た
。

　

	

　

田
部
井
文
雄
・
上
田
武
『
陶
淵
明
集
全
釈
』（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
二
七
一
〜
二
七
二

頁

（
17
）　

こ
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
を
参
照
し
た
。

　

	

　

内
田
泉
之
助
・
網
祐
次
『
新
釈
漢
文
大
系
一
五　

文
選
（
詩
篇
）』
下
（
明
治
書
院
、二
〇
〇
一
年
）

五
四
四
頁

（
18
）　

こ
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
を
参
照
し
た
。

	

　

吉
川
忠
夫
『
後
漢
書　

列
伝
六
（
巻
五
四
〜
巻
六
五
）』
第
八
冊
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）

四
五
頁

（
19
）　

陝
西
省
北
部
地
域
の
画
像
石
墓
に
関
し
て
は
、
以
下
の
書
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

	

　

李
林
・
康
蘭
英
・
趙
力
光
『
陝
北
漢
代
画
像
石
』（
西
安
・
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）

	

　

陝
西
省
考
古
研
究
所
・
楡
林
市
文
物
管
理
委
員
会
辧
公
室
『
神
木
大
保
当　

漢
代
城
址
与
墓
葬

考
古
報
告
』（
北
京
・
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）

（
20
）　

こ
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
を
参
照
し
た
。

	

　

吉
田
賢
抗
『
新
釈
漢
文
大
系　

史
記
二
（
本
紀
）』（
明
治
書
院
、
一
九
八
五
年
）
六
九
八
頁

（
21
）　

ホ
リ
ン
ゴ
ー
ル
新
店
子
小
板
申
漢
墓
は
、
内
蒙
古
自
治
区
ホ
リ
ン
ゴ
ー
ル
県
よ
り
出
土
し
た
後

漢
時
代
の
磚
室
壁
画
墓
で
あ
り
、
そ
の
墓
室
に
は
、
墓
主
が
考
廉
に
挙
げ
ら
れ
て
か
ら
の
官
歴
を

車
馬
出
行
図
の
形
式
で
表
現
し
た
も
の
を
は
じ
め
、
多
様
な
画
題
の
壁
画
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
22
）　

満
城
漢
墓
は
、河
北
省
満
城
県
に
位
置
す
る
漢
武
帝
の
庶
兄
中
山
靖
王
劉
勝
（
？
〜
前
一
一
三
）

夫
妻
が
そ
れ
ぞ
れ
墓
主
と
推
定
さ
れ
る
二
基
の
崖
墓
で
あ
り
、
山
腹
に
横
坑
を
堀
鑿
し
て
広
大
な

墓
室
を
形
成
し
、
内
部
に
木
造
建
築
物
を
擁
す
る
。
と
も
に
墓
室
構
造
は
平
面
十
字
形
を
呈
し
、

墓
道
・
墓
門
・
左
右
耳
室
・
甬
道
・
中
室
・
後
室
（
棺
の
安
置
さ
れ
る
室
）
か
ら
成
る
。
著
者
が

示
す
「
中
室
」
は
、
最
も
面
積
の
大
き
な
室
で
木
造
建
築
物
、
帷
幄
が
配
さ
れ
、
床
に
は
種
々
の

祭
祀
具
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た
。
以
下
に
詳
し
い
。

	

　

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
・
河
北
省
文
物
管
理
処
『
満
城
漢
墓
発
掘
報
告
』（
北
京
・
文

物
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）

訳
者
付
記

　

人
名
な
ら
び
に
地
名
に
は
現
代
中
国
語
の
屏
音
表
記
を
附
し
た
。
ま
た
、
原
文
に
お
け
る｢

画
像｣

｢

図
像｣

の
用
語
の
使
い
分
け
は
、
日
本
に
お
け
る
そ
れ
と
や
や
異
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
訳
文
で
は

原
則
と
し
て
原
文
の
用
法
に
従
っ
た
。

＊
原
著　

鄭
岩
「
関
于
漢
代
喪
葬
画
像
観
者
問
題
的
思
考
」（『
中
国
漢
画
研
究
』
第
二
巻
、
二
〇
〇
六

　
　

年
一
月
）

（
本
翻
訳
論
文
は
平
成
十
九
年
度
海
外
編
集
委
員
に
よ
る
推
薦
論
文
で
あ
る
）

一
九




